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一
、
は
じ
め
に

　
『
斯
道
文
庫
論
集
』第
五
十
八
輯
に
掲
載
し
た「
伝
貞
慶
編『
舎
利
勘
文
』

小
考＊
＊

」（
以
下
「
前
稿
」
と
略
称
）
に
お
い
て
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
所

蔵
の
「
舎
利
」
と
い
う
外
題
を
持
つ
南
北
朝
期
の
巻
子
本
の
写
本
を
、
貞

慶
の
編
と
さ
れ
る
『
舎
利
勘
文
』
の
古
態
を
考
え
る
上
で
、
最
も
重
要
な

伝
本
と
し
て
紹
介
し
た
。そ
の
際
、そ
の
本
文
を
便
宜
上
、Ⅰ
遺
留
舎
利
恩
・

Ⅱ
〔
舎
利
帰
依
の
十
因
〕・
Ⅲ
誓
願
等
・
Ⅳ
仏
舎
利
随
身
事
（
舎
利
発
願
）

の
四
つ
に
分
け
た
が
、こ
の
う
ち
Ⅰ
・
Ⅱ
は
舎
利
関
係
経
文
の
抄
出
で
、Ⅲ
・

Ⅳ
は
舎
利
を
奉
じ
た
法
会
の
次
第
と
発
願
文
に
な
る
。
そ
し
て
、Ⅱ
は『
舎

利
勘
文
』
の
伝
本
か
ら
注
を
除
い
た
記
事
に
対
応
し
、
Ⅳ
は
貞
慶
真
撰
の

『
舎
利
発
願
』
に
相
当
す
る
。

　
『
舎
利
勘
文
』
は
寛
文
十
年
刊
本
や
複
数
の
写
本
の
伝
本
に
お
い
て
「
解

脱
上
人
集
」
と
さ
れ
、
こ
れ
を
素
直
に
受
け
取
れ
ば
、
貞
慶
に
よ
る
編
述

書
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
三
崎
良
周
氏
は
こ
の
点
に
疑
問
を
呈
し
て
い

る＊
＊

。
し
か
し
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
Ⅳ
の
末
尾
に
「
笠
置
上
人
御
抄
云
々
」
と

あ
る
上
、
称
名
寺
聖
教
『
舎
利
発
願
』
等
か
ら
も
貞
慶
真
撰
と
認
め
ら
れ

る
Ⅳ
を
含
め
、
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
内
容
が
相
互
に
深
く
関
連
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
前
稿
で
は
『
舎
利
勘
文
』
で
経
文
を
抄
出
し
た
の
が
貞
慶

で
あ
る
可
能
性
は
高
ま
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。

　

た
だ
し
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
Ⅰ
・
Ⅱ
は
舎
利
関
係
経
文
の
抄

『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
注
に
つ
い
て

─
貞
慶
撰
述
説
の
検
証

高　

橋　

悠　

介



─ 114 ─

出
の
み
で
、
注
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
前
稿
で
は
注
の
検
討
は
見

送
っ
て
い
た
。
他
の『
舎
利
勘
文
』諸
本
、「
舎
利
帰
依
十
因
」「
舎
利
十
因
」

等
の
題
を
持
つ
関
連
写
本
、
ま
た
『
舎
利
勘
文
』
に
相
当
す
る
記
事
を
含

む
『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
「
舎
利
事
」
に
は
、
い
ず
れ
も
経
文
に
対
す
る

注
が
付
い
て
い
る
。
前
稿
で
は
貞
慶
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
慎
重
な
言
及

に
留
め
た
が
、そ
の
後
、『
舎
利
勘
文
』
の
注
を
よ
く
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、

注
が
貞
慶
撰
述
書
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
貞
慶
自
身
が
舎
利
関
係
経
文
を

編
集
し
、
注
を
付
し
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

に
至
っ
た
。
そ
の
際
、
ニ
─
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
の
先
駆
的
な
研
究＊
＊

が
備
わ
る
貞
慶
の
講
式
と
の
関
係
が
特
に
重
要
と
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
注
の
諸
本
間
で
の
異
同
を
整
理
し
た
上
で
、
注
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
、『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
と
貞
慶
の
関
係

に
つ
い
て
改
め
て
検
証
し
て
み
た
い
。
な
お
、
注
が
付
さ
れ
て
い
る
経
文

自
体
の
引
用
は
省
略
し
た
部
分
も
多
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参

照
さ
れ
た
い
。

二
、『
舎
利
勘
文
』
に
関
わ
る
諸
本

　

前
稿
と
重
複
す
る
が
、
ま
ず
『
舎
利
勘
文
』
の
注
に
関
わ
る
諸
本
を
、

以
下
に
言
及
す
る
際
の
略
号
と
共
に
示
し
て
お
く
（
書
誌
や
内
容
構
成
に

つ
い
て
は
、
前
稿
参
照
）。

（
１
）
澄
円
『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
（
後
掲
略
号
【
白
】）

大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
第
十
巻
所
収
（
底
本
、
醍
醐
寺
蔵
本
）。

（
２
）『
舎
利
勘
文
』
寛
文
十
年
九
月
刊
本

　

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵　

あ
一
中
二
三
Ｔ
六
九
二
二

　

舎
利
勘
文　
　

大
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
版
】）

　
　
　

寛
文
十
年
九
月
刊
（［
京
］
中
野
小
左
衛
門
）

（
３
）『
釋
尊
御
舎
利
儀
記
』
と
合
写
さ
れ
た
『
舎
利
勘
文
』

　

大
正
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

105
─

38

　

釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘
文　
　

半
紙
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
大
】）

　
　
　
〔
江
戸
中
期
〕
写

　

糸
魚
川
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
・
木
村
秋
雨
旧
蔵
資
料

　

舎
利
勘
文 

釋
尊
御
舎
利
儀
記　
　

大
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
木
】）

      

明
和
六
年
七
月
写
（
釈
興
應
）
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大
谷
大
学
図
書
館
蔵　

余
大

3710

　

釋
尊
御
舎
利
儀
記　

舎
利
勘
文　
　

半
紙
本　

一
冊（
後
掲
略
号【
Ａ
】）

　
　
　

文
政
九
年
十
一
月
写
（
釈
龍
禅
）

　

大
谷
大
学
図
書
館
蔵　

余
大

1330

　

釋
尊
御
舎
利
儀
記 

舎
利
勘
文 
舎
利
禮
註
秘
傳　
　

半
紙
本　

一
冊

（
後
掲
略
号
【
Ｂ
】）

      　

天
保
十
一
年
写
（
釈
綜
憲
）　

釈
綜
誉
増
補

　（
４
）「
舎
利
帰
依
十
因
」「
舎
利
十
因
」
等
の
題
を
持
つ
関
連
写
本

　

西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵

　

舎
利
歸
依
十
因　
　

大
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
西
】）

      　

慶
安
元
年
正
月
写

　

善
通
寺
蔵　

56
─

43

　

舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事　
　

半
紙
本　

一
冊
（
後
掲
略
号
【
善
】）

　
　
　

文
政
十
三
年
十
月
写

　

高
野
山
大
学
図
書
館
高
野
山
三
宝
院
文
庫
蔵　

485
─

8
／
三
／
6

　

舎
利
十
因　
　
　

枡
形
本　

一
帖
（
後
掲
略
号
【
十
】）

　
　
　
〔
江
戸
後
期
〕
写

　
『
舎
利
勘
文
』
と
『
舎
利
帰
依
十
因
』
は
源
を
同
じ
く
す
る
本
で
、
金

剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
よ
う
な
、
舎
利
関
係
経
文
の
抄
出
と
舎
利
を
奉

じ
た
法
会
次
第
を
写
し
た
本
に
対
し
て
、
経
文
部
分
を
中
心
に
「
私
云
」

と
し
て
注
を
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
舎
利
勘
文
」
の
題
を
持
つ

伝
本
に
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
「
遺
留
舎
利
恩
」
の
八
つ
の
経
文
に

相
当
す
る
記
事
が
な
く
、
法
会
次
第
も
な
い
が
、
十
条
分
の
経
文
と
注
の

後
に
「
舎
利
礼
」
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
法
会
次
第
が
共
に
写
さ

れ
て
い
た
名
残
り
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、（
４
）
の
西
教
寺
蔵
『
舎
利
歸

依
十
因
』
に
は
、
十
条
（
十
因
）
分
の
記
事
だ
け
で
な
く
、
金
剛
三
昧
院

蔵
本
の
Ⅰ
「
遺
留
舎
利
恩
」
に
対
応
す
る
経
文
も
、
Ⅲ
に
相
当
す
る
法
会

次
第
も
備
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、（
４
）
に
挙
げ
た
三
つ
の
伝
本
は
、

い
ず
れ
も
注
が
付
さ
れ
た
後
の
増
補
記
事
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
『
舎
利
勘
文
』
と
『
舎
利
帰
依
十
因
』
に
共
通
す
る

古
態
を
『
舎
利
勘
文
』
の
名
に
代
表
さ
せ
て
お
く
。

　

こ
れ
ら
の
本
に
み
ら
れ
る
舎
利
関
係
経
文
の
注
を
検
討
す
る
上
で
、「
舎
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利
勘
文
」
の
題
を
持
つ
（
２
）（
３
）
の
諸
本
か
ら
底
本
を
選
び
、
注
の

本
文
を
掲
出
す
る
こ
と
も
思
案
し
た
が
、
本
稿
で
は
（
４
）
に
挙
げ
た
西

教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵『
舎
利
歸
依
十
因
』を
底
本
と
し
て
、注
を
紹
介
す
る
。

『
舎
利
歸
依
十
因
』
の
本
文
の
う
ち
、舎
利
信
仰
の
根
拠
を
十
箇
条
（
十
因
）

に
わ
た
り
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
蓮
す
る
経
文
を
示
す
前
半
部
分
は
、
注

も
含
め
て
、（
２
）『
舎
利
勘
文
』
の
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
刊
本
や
、（
３
）

に
挙
げ
た
諸
本
の
『
舎
利
勘
文
』
相
当
部
分
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
寛
文
十

年
刊
本
の
本
文
は
あ
ま
り
良
い
も
の
で
は
な
く
（
後
掲
校
異
参
照
）、「
舎

利
勘
文
」の
題
を
持
つ
諸
本
は
書
写
年
代
が
江
戸
中
期
以
降
に
下
る
一
方
、

西
教
寺
蔵
本
は
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
写
本
で
、
本
文
も
比
較
的
、

良
質
な
も
の
と
言
え
る
。

　

ま
た
、『
舎
利
歸
依
十
因
』
に
は
「
舎
利
勘
文
」
の
題
を
持
つ
諸
本
に

は
見
え
な
い
記
事
も
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
一
部
が
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎

利
』
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
舎
利
勘
文
』
の
古
態
を
考
え
る
際
に

は
、
そ
れ
ら
の
経
文
と
注
も
含
め
て
検
討
す
る
意
義
が
あ
る
。
そ
こ
で
次

節
以
下
、西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
蔵
『
舎
利
歸
依
十
因
』
に
基
づ
き
、「
私
云
」

等
の
形
で
始
ま
る
注
の
み
を
、
校
異
と
共
に
示
す
こ
と
に
す
る＊
＊

。

三
、『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
十
条
（
十
因
）

に
対
す
る
注

　

ま
ず
、『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
十
条
（
十
因
）
分
に
対
す

る
注
を
掲
げ
る
。
第
二
条
「
悉
地
成
就
故
」
と
第
五
条
「
不
堕
三
途
故
」

に
は
、
諸
本
い
ず
れ
も
注
が
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
高
野
山
三
宝
院
文

庫
蔵
『
舎
利
十
因
』
で
は
、
第
三
・
六
・
七
条
の
注
が
欠
け
て
い
る
。

　

第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
に
挙
げ
た
「
私
云
、
千
反
生
天
之
報
」
以
下

の
注
は
、【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
で
は
第
九
条
「
往
生
浄
土
故
」
の
末
尾
に

付
さ
れ
て
い
る
が
、金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
で
は
「
證
得
菩
提
故
」（
第

十
条
に
相
当
）
の
最
初
に
「
阿
含
経
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
経
文
に
対
す

る
注
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
第
十
条
の
箇
所
に
示
し
た
。

　

引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
、
読
点
と
改
行
を
加
え
、
異
同
の
あ
る
箇
所
に

傍
線
を
引
い
た
。
ま
た
、第
八
条
の
注
は
長
い
こ
と
か
ら
、文
章
を
区
切
っ

て
改
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ａ
ｂ
ｃ
以
下
の
記
号
を
挿
入
し
て
、
各
部
分
毎
に

校
異
を
示
し
た
。
字
体
の
相
違
や
、
訓
点
・
送
り
仮
名
の
有
無
や
相
違
は
、

校
異
に
含
め
て
い
な
い
。「
无
」
と
「
無
」、「
體
」
と
「
躰
」、「
詫
」
と
「
託
」

の
相
違
も
校
異
に
含
め
て
い
な
い＊
＊

。
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▼
第
一
条
「
獲
得
福
徳
故
」
の
「
潅
頂
経
」
経
文
の
注

私
云
、
性
浄
円
明
ニ
シ
テ
、
永
ク
離
有
為
之
妄
染
ヲ一
、
躰
用
微
妙
ニ
シ
テ
、
能
ク

施
ス
无
作
之
威
神
ヲ一
、

［
校
異
］

妄
染
─
忘
染
【
善
】　

微
妙
─
嚴
妙
【
十
】　

施
─
作
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】　

无
作
之
─
無
作
【
版
善
】、
無
為
（
朱
）之

【
Ｂ
】　

威
神
ヲ一
─
ナ
シ
【
版
】、
神

力
ヲ一

【
大
Ａ
Ｂ
】、玄
應
ヲ一
【
木
】

▼
第
三
条
「
除
病
攘
災
故
」
の
末
尾
の
注

私
曰
、
金
剛
ノ
舎
利
放
テ二
大
光
明
一
、
雨
諸
ノ
珍
宝
ヲ一
、
國
土
安
穏
ニ
シ
テ
、
福

徳
増
長
也
、
令
下
修
行
ノ
人
ヲ一
、
遠
離
障
難
ヲ上
、
精
進
勇
猛
ニ
シ
テ
、
修
習
三
学

ヲ一
、
寺
塔
教
法
善
神
擁
護
セ
ン
文
、

［
校
異
］　

＊
【
十
】
に
は
こ
の
注
な
し
。

曰
─
云【
白
版
大
木
Ｂ
西
】　

諸
ノ
珍
宝
ヲ一
─
諸
寳
【
版
】、諸oo 珍
イ寳

國
土
【
木
】

　

安
穏
～
遠
離
障
難
ヲ上
─
ナ
シ
【
版
木
】（【
木
】
は
「
イ
安
穏
福
壽
増
長

ニ
シ
テ
令
三
修
行
ノ
人
ヲ
シ
テ
遠
二
離
セ
障
難
ヲ一
」と
傍
注
）　

修
行
─
修
ル
ノ

レ

之（朱
）【

Ｂ
】

（「
ル
ノ

レ

之
」
は
後
筆
の
朱
）　

人
─
者
【
白
版
】　

障
─
部
【
Ａ
】　

習
─
行

シ
【
善
】　
文
─
ナ
シ
【
白
善
】

▼
第
四
条
「
示
現
神
變
故
」
の
末
尾
の
注

私
曰
、
此
ハ
是
無
漏
之
浄
法
、
此
是
微
妙
之
生
身
ナ
リ
、
只
非
二
一
粒
之
碎

身
ノ
ミ
ニ

一　

、
可
言
フ二
万
徳
之
全
躰
ト一
、
初
ニ
ハ
為
テ二
舎
利
一
、
現
種
々
事
一
、
後

ニ
ハ
顕
テ二
生
身
ト一
、
施
无
量
ノ
益
一
、

［
校
異
］

曰
─
云
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
十
】　

之
─
ノ
【
善
】　

浄
法
─
法
【
版
】、

法
身
（
朱
）【

木
】　

之
─
ノ
【
善
】　

只
非
─
但
【
版
】、
且
非
【
大
木
Ａ
Ｂ
】、

只
小ワヅ
非
ス
【
善
】　

之
─
ノ
【
大
Ｂ
】　

言
─
云
【
善
十
】　

之
─
ノ
【
善
】　

躰
─
身
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
十
】　

初
─
故
【
白
】　

後
ニ
ハ
─
復
【
白
】　

益
─

ナ
シ
【
白
】、
益
矣
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】

▼
第
六
条
「
抜
苦
滅
罪
故
」
の
末
尾
の
注

私
云
、
世
尊
ノ
舎
利
反
シ
テ
成
二
生
身
ト一
、
往
来
六
趣
ニ一
、
済
度
ス
彼
類
ヲ一
、
金

光
照
耀
シ
、
法
音
演
出
セ
ン
、
亡
人
改
悔
シ
テ
、
稱
南
无
佛
一
、
天
上
浄
土
、

受
ン
長
壽
ノ
樂
一
、
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［
校
異
］　

＊
【
十
】
に
は
こ
の
注
な
し
。

反
─
變
【
白
大
木
Ａ
Ｂ
】、
ナ
シ
【
善
】　

趣
─
道
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】　

照

耀
シ
─
耀
【
版
】、
耀o 照
イ【

木
】、
照
輝
シ
テ
【
大
Ｂ
】　

亡
人
─
已
人
【
白
版

大
】、
已
テ
令
セ二
【
善
】、七（

朱
）

亡
カ
人
【
Ｂ
】　

天
─
無
【
版
大
】　

壽
─
者
【
善
】

　

樂
─
樂
文
【
版
大
】

▼
第
七
条
「
發
菩
提
心
故
」
の
末
尾
の
注

私
云
、
仰
願
ハ
如
来
ノ
舎
利
加
被
冥
力
ヲ一
、
勧
發
シ
テ
菩
提
心
ヲ一
、
若
ハ
眼
ノ
前
、

若
ハ
夢
中
ニ
、
願
ハ
現
シ二
神
反
一
、
願
ハ
示
シ二
出
要
ヲ一
、
令
シ
テ
我
ヲ
忽
ニ
發
廣
大

勝
解
清
浄
ノ
信
心
ヲ一
、
依
之
必
發
シ二
四
弘
誓
願
一
、
能
受
二
三
聚
浄
戒
ヲ一
、
願

行
不
シ
テ

レ

朽
、
至
不
退
轉
一
文
、

［
校
異
］　

＊
【
十
】
に
は
こ
の
注
な
し
。

舎
利
加
被
─
被
レ
加
【
版
木
】、
舎
利
加
二
破
シ
【
Ｂ
】　

勧
─
動
【
善
】　

菩
提
─
我
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】　

眼
ノ
─
眼
之
【
白
版
木
Ａ
善
】　

若
ハ

─
ナ
シ
【
善
】　

夢
─
夢
之
【
白
版
木
Ａ
】　

反
─
変
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】

　

出
要
─
出
世
要
【
版
大
木
Ａ
】　

必
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】　

誓

願
一
─
願
ヲ一
【
大
Ｂ
】　

願
行
─
行
【
白
】　
文
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】

▼
第
八
条
「
随
心
（
身
）得
益
故
」
の
末
尾
の
注

ａ
私
云
、
如
来
ノ
色
身
ハ
世
間
无
等
キ
モ
ノ
、

ｂ
塵
數
徳
海
共
生
シ二
一
毛
一
、
金
剛
駄
都
ハ
、
即
其
妙
体
也
、
希
有
難
遇
ナ
リ
、

億
劫
ニ
一
ヒ
得
タ
リ
、

ｃ
倩
惟
ハ
、
佛
ハ
是
三
界
之
慈
父
、
我
ハ
是
如
来
之
愛
子
ナ
リ
、

ｄ
五
道
ノ
貧
里
ニ
捨
レ
父
逃
逝
ス
、
適
還
テ
佛
家
ニ一
、
泣
見
二
遺
骨
ヲ一
、
悲
テ
而

更
ニ
悦
涙
分
ル
兩
行
ニ一
、
今
亦
依
何
再
ヒ
可
捨
離
一
、

ｅ
因
慈
、
恒
時
ニ
親
近
シ
テ
須
臾
モ
不
離
、
惑
障
盍
ソン
去
ケ
、
苦
海
モ
盍
度
ラ一
、

ｆ
我
レ
向
ハ二
中
有
之
闇
ニ一
、
放
レ
光
ラ
示
セレ
路
ヲ
、

ｇ
我
詣
ハ二
閻
王
之
宮
ニ一
、
現
シ
テ

レ

形
ラ
證
明
玉
ヘ
、
我
若
入
ハ
三
途
ニ一
、
舎
利
モ

共
入
ン
、
苦
器
忽
ニ
破
ハ
罪
人
得
脱
ン
、
我
若
詫
ハ
母
胎
一
、
舎
利
モ
且
託
ム
、

依
テ二
其
威
力
ニ一
、
令
シ
テ
母
ヲ
出
離
セ一
、
凡
三
界
六
道
一
切
ノ
生
処
、
如
影
ノ
随

レ
形
ニ一
刹
那
モ
勿
離
コ
ト
、

ｈ
又
、
我
身
ノ
中
ノ
八
万
ノ
毛
孔
ニ
一
一
ニ
各
有
二
九
億
之
虫
一
、［
昔
シ
為
二
男

女
愛
着
一
、
我
身
妄
縁
所
負
受
二
生
血
肉
一
］、
舎
利
若
照
ハ二
我
身
ヲ一
、
先
度

シ
玉
ヘ

二　

彼
類
ヲ一
、

ｉ
大
智
ノ
光
明
、
豈
不
照
玉
ハ

二

我
迷
闇
一
哉
、
大
悲
ノ
乳
水
、
豈
不
ン
ヤ

レ

洗
我

罪
垢
ヲ一
哉
、
五
分
ノ
妙
香
、
豈
不
拂
二
臰
穢
一
哉
、
禅
定
ノ
凉
風
、
豈
不
除
我
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熱
悩
ヲ一
哉
、
此
言
ハ
定
テ
聞
灵
山
之
境
一
哉
、
我
悲
盍
ソ
染
世
尊
之
肝
ニ一
、
佛

力
廣
大
ナ
リ
、
寧
拘
ラ
レ
ン
ヤ

二　
　

妄
業
ニ一
哉
、

［
本
文
注
］
ｄ
「
亦
」
は
「
被
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
亦
」
と
傍
記

［
校
異
］

ａ如
来
ノ
─
ナ
シ
【
版
木
】（【
木
】
は
「
如
来
イ
」
と
傍
注
）　

世
─
無
【
版
】

　

无
等
キ
モ
ノ
─
無
與
等
【
白
】、
無
シレ
㝵
リ
【
善
】

ｂ數
─
類數
【
木
】　

徳
海
─
能
海
【
版
木
】、
徳
【
Ａ
】　

即
─
ナ
シ
【
白
】

也
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ｂ
十
】、
ナ
リ
【
善
】　

難
遇
─
難
遭
【
白
】、
難
レ

得
レ
遇
【
十
】

ｃ倩
─
ナ
シ【
版
木
】　

之
─
ナ
シ【
Ｂ
】　

慈
父
─
慈
母【
版
木
】（【
木
】は「
父

イ
」
と
傍
注
）、
悲
母
【
大
Ａ
Ｂ
】、
父
母
【
善
十
】　

我
ハ
─
我
等
ハ
【
十
】

　

之
─
ノ
【
善
十
】

ｄ逃
逝
─
適
逝
【
白
】　

適
─
邉
ニ一【
大
】、
邉
ニ一
里
（
朱
）歟一

郷（朱
）【

Ｂ
】　

還
─
ナ
シ

【
版
】、
入
【
十
】　

泣
─
親
リ
【
十
】　

而
─
ナ
シ
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】　

再
ヒ

─
再
ヒ
爾
【
善
】

ｅ因
茲
【
白
】
─
恩
慈
【
版
木
】（【
木
】
は
「
因
テレ
慈
レ
ニ
イ
」
と
傍
注
）　

盍
ソン
去
ケ
─
牽
去
【
白
】、
牽
盍
去
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】　

苦
─
若
【
Ｂ
】　

盍
度
ラ一
─
蓋
度
【
白
】、
忽
盍
渡
【
版
】、
忽
チ
盍
シ
テ
深
カ
ラ
ン
【
大
Ｂ
】、
忽

ニ
渡
ラ
ン
【
木
】、
忽
ニ
盍
ン
ソ

レ

度
ス
【
Ａ
】、
急
盍
ソレ
渡
ラ
【
善
】、
盍
渡
【
十
】

ｆ我
レ
─
吾
（
朱
）若（朱
）【

Ｂ
】（
二
字
朱
傍
記
挿
入
）、
ナ
シ
【
十
】　

之
─
ノ
【
Ｂ
】

　

闇
─
間【
大
】　

示
セレ
路
ヲ
─
示
若踪
【
版
木
】（【
木
】
は
「
路
イ
」
と
傍
注
）

ｇ宮
─
宮
（
朱
傍
記
挿
入
）【
Ｂ
】　

我
─
ナ
シ
【
十
】　

共
─
ナ
シ
【
版
木
】

　

人
─
業
ヲ
【
善
】　

得
脱
ン
─
得
晩
【
版
】、
令
メ
ヨ

レ

得
セ二
解
脱
ヲ一　

若
─
ナ

シ
【
善
】　

詫
ハ
─
托
二
【
Ｂ
】　

且
託
ム
─
共
託
【
白
大
Ａ
Ｂ
】、
苦
詫
【
版

木
】（【
木
】
は
「
苦
」
に
「
亦
イ
」
と
傍
注
）、
亦
詫
シ
テ
【
善
十
】　

母

─
女
【
十
】　

生
処
─
衆
生
處
【
白
】、衆
ノ
所
ニ
【
善
】　

刹
那
モ
─
ナ
シ
【
版

大
木
Ａ
Ｂ
】

ｈ之
─
ナ
シ
【
版
大
木
Ａ
Ｂ
十
】　

虫
─
蟲
【
Ｂ
】



─ 120 ─

［
昔
シ
為
二
男
女
愛
着
一
、
我
身
忘
縁
所
負
受
二
生
血
肉
一
］
─
底
本
欠
、【
白

版
大
木
Ａ
Ｂ
善
十
】 

に
あ
り
、 【
版
】
に
よ
り
補
う
。

着
─
者
【
白
】　

妄
縁
─
忘
縁
【
白
】、
已
ニ
為
【
善
】、
妄
縁
ノ
為
二
【
十
】

ｉ我
─
ナ
シ
【
善
】　

不
ン
ヤ

レ

─
為
レ
【
Ｂ
】　

五
分
ノ
妙
香
、
豈
不
拂
二
我
臰

穢
一
哉
─
ナ
シ
【
善
十
】　

妙
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】　

臰
穢
─
我
臭

穢
【
白
】、
我
臰
穢
【
版
大
木
Ａ
】、
我
臰
和（
朱
）ヱ杠【

Ｂ
】　

禅
定
ノ
凉
風
─

冷
風【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】　

不
除
我
─
我
不
除【
Ｂ
】　

灵
山
之
─
霊
山【
版
】、

霊
前
【
木
】（「
前
」
に
「
山
イ
」
と
傍
注
）　

哉
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ

Ｂ
善
十
】　

我
─
ナ
シ【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】　

拘
ラ
レ
ン
ヤ

二　
　

妄
業
ニ一
─
物
忘
業
【
版

木
】、
拘
ラ
ン
ヤ

二　

怠
減
ニ一

【
善
】、拘コウ
矣ラン
ヤ【

十
】　

哉
─
ナ
シ
【
Ａ
十
】

▼
第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
の
「
阿
含
経
」
経
文
の
注

　

＊
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
で
は
経
文
を
含
め
第
九
条
末
尾
に
位
置
す
る
。

私
云
、
千
反
生
天
之
報
、
只
望
ム二
一
身
ニ
於
都
卒
之
雲
一
、
後
ニ
證
シ
涅
槃
之

益
一
、
遂
ニ
期
ン二
解
脱
ヲ
於
龍
花
之
風
ニ一
、

［
校
異
］

反
─
返
【
大
Ｂ
十
】　

於
─
ナ
シ
【
Ｂ
】　

卒
─
率
【
白
善
大
Ａ
十
】　

後

ニ
─
ナ
シ【
Ａ
】　

涅
槃
之
益
一
─
涅
槃
ノ
益
ヲ一【
版
木
Ｂ
】、涅
槃
ヲ一
蓋
シ
【
大
】、

涅
槃
一
盍
【
Ａ
】、
涅
槃
ヲ一
益〳
〵
【
善
】　

遂
ニ
─
遠
【
白
善
大
Ａ
Ｂ
十
】、

ナ
シ【
版
木
】　

花
─
華【
白
版
大
木
Ｂ
】、華
臺【
善
】　

風
ニ一
─
風
ニ一
文
【
十
】

▼
第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
の
末
尾
の
注

功
能
私
云
、
此
ハ
是
如
来
最
上
无
漏
種
子
所
生
ナ
リ
、
成
所
作
智
所
反
妙
体
、

見
之
觸
之
、
定
破
三
有
一

［
校
異
］

功
能
─
ナ
シ
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
十
】　

成
所
─
成
所
（
朱
）【

Ｂ
】（「
所
」
朱

傍
記
挿
入
）　

作
─
ナ
シ
【
版
】　

反
─
變
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
十
】　

定

─
定
散
【
白
】　

三
有
一
─
三
有
ヲ一
文
【
十
】

＊
【
白
西
善
十
】
は
「
三
有
」
ま
で
で
終
わ
る
が
、【
版
大
木
Ａ
Ｂ
】
は
「
三

有
」
の
後
に
「
證
セ
ン

二

三
身
ヲ一
」（【
版
】）
と
続
き
、【
Ａ
】
は
そ
の
終
わ

り
に
「
文
」
が
付
く
。
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四
、『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
十
条
（
十
因
）

に
対
す
る
注
の
検
討

　

以
下
、
第
一
条
か
ら
順
に
、
特
に
貞
慶
の
著
作
と
の
関
わ
り
に
注
意
し

な
が
ら
、
注
を
検
討
す
る
。

▼
第
一
条
「
獲
得
福
徳
故
」
の
注　

＊
金
剛
三
昧
院
蔵
本
「
護
持
福
徳
故
」

　

第
一
条
の
注
は
、
第
二
節
で
（
２
）（
３
）
に
挙
げ
た
「
舎
利
勘
文
」

の
題
を
持
つ
諸
本
で
は
、
い
ず
れ
も
第
一
条
の
「
潅
頂
経
」
以
下
の
五
つ

の
経
文
引
用
の
後
に
入
っ
て
い
る
が
、（
４
）
に
挙
げ
た
西
教
寺
正
教
蔵

の
『
舎
利
歸
依
十
因
』
等
の
三
本
で
は
、
第
一
条
最
初
の
「
潅
頂
経
」
の

引
用
の
後
に
付
く
。
そ
の
「
潅
頂
経
」
の
引
用
文
は
「･･･
此
舎
利
者
、

雖
如
麻
米
ノ一
、
各
有
リ二
威
神
一
矣
」（
西
教
寺
蔵
本
）
と
し
て
終
わ
る
が
、

注
の
末
尾
の
「
能
ク
施
ス
无
作
之
威
神
ヲ一
」
は
こ
の
経
文
の
「
威
神
」
に
対

応
し
て
お
り
、『
舎
利
歸
依
十
因
』
等
の
三
本
で
の
「
潅
頂
経
」
の
経
文

の
す
ぐ
後
に
注
が
付
く
形
が
、
本
来
の
位
置
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
、『
舎
利
発
願
』

相
当
部
分
に
、

「
凡
如
来
滅
後
、
此
世
界
ノ
中
ニ
都
テ
無
シ下
一
物
ト
シ
テ
及
之
ニ一
似
ル
之
ニ上
、

躰
用
微
妙
ニ
シ
テ
、
能
施
ス二
無
作
之
威
神
一
」（
144
～
145
行
目
。
行
数
は

前
稿
に
拠
る
）

と
あ
る
記
事
と
重
な
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
躰
用
」
の
語
の
前

に
、称
名
寺
蔵
『
舎
利
発
願
』
で
は
、「
性
□
□
□
ニ
シ
テ
永
離
有
為
妄
染
ニ一
」、

花
園
大
学
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
の
『
舎
利
発
願
』
相
当
部
分
で

は
、「
性
浄
円
明
ニ
シ
テ
永
ク
離
有
為
妄
染
ヲ一
」
の
記
事
が
入
る
形
と
な
っ
て

お
り
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
に
お
い
て
脱
落
し
た
本
来
の
記
事
の
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
本
文
を
続
け
て
読
む
と
、第
一
条
の
潅
頂
経
の
注「
性

浄
円
明
ニ
シ
テ
、
永
ク
離
有
為
之
妄
染
ヲ一
、
躰
用
微
妙
ニ
シ
テ
、
能
ク
施
ス
无
作
之

威
神
ヲ一
」
と
一
致
す
る
。

　

称
名
寺
蔵
『
舎
利
発
願
』
は
、『
春
日
御
本
地
尺
』『
社
頭
発
願
』『
法

華
転
読
発
願
』
と
共
に
四
帖
で
一
結
を
な
す
粘
葉
装
で
、
い
ず
れ
も
表
紙

に
「
笠
置
上
人
」
と
書
か
れ
て
お
り
、『
法
華
転
読
発
願
』
に
建
仁
三
年
（
一

二
〇
三
）
八
月
の
貞
慶
の
本
奥
書
が
あ
る
こ
と
、及
び
貞
慶
撰
述
の
講
式
・

願
文
等
を
集
成
し
た
今
津
文
庫
蔵
『
上
人
御
草
等
』
の
内
容
構
成
か
ら
も
、

『
舎
利
発
願
』は
貞
慶
真
撰
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
事
の
一
部
を「
私
云
」

と
し
て
記
す
の
は
、
貞
慶
自
身
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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▼
第
三
条
「
除
病
攘
災
故
」
の
注

　

第
三
条
の
注
に
つ
い
て
は
、
金
沢
北
条
氏
の
菩
提
寺
・
称
名
寺
で
正
月

の
七
日
八
座
の
舎
利
講
会
に
用
い
ら
れ
た
舎
利
講
式
の
う
ち
、
第
二
座
で

用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
三
段
式
の
舎
利
講
式
（
前
欠
の
称
名
寺

聖
教
、
鎌
倉
末
期
写
）
の
中
に
、
ほ
ぼ
同
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
三
段
式
の
第
二
段
に

「
仰
願
ハ
、
舎
利
放
テ
大
光
明
ヲ一
、
雨
ラ
シ

二

諸
ノ
珍
宝
ヲ一
、
国
土
安
穏
ニ
シ
テ
、

福
恵
増
長
シ
、
令
シ
テ
修
行
ノ
人
ヲ一
、
遠
二
離
シ
障
難
ヲ一
、
精
進
勇
猛
ニ
シ
テ
、

修
二
習
シ
三
学
ヲ一
、
寺
塔
教
法
ヲ
シ
テ

一　

善
神
擁
護
セ
ン＊
＊

」

と
あ
る
箇
所
で
、「
福
徳
」が「
福
恵
」と
な
っ
て
い
る
以
外
は
同
様
で
あ
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
第
七
条
「
發
菩
提
心
故
」
の
注
に
も
、
こ
の
三
段

式
舎
利
講
式
の
第
一
段
に
近
似
し
た
本
文
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
称
名
寺

の
正
月
の
七
日
八
座
の
舎
利
講
会
に
つ
い
て
は
、称
名
寺
聖
教
中
に
『〔
七

日
七
座
舎
利
講
伽
陀
他
〕』
と
い
う
横
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
第
四
座
（
第

三
日
）
で
は
明
恵
作
の
三
段
式
の
講
式
、
第
八
座
（
第
七
日
）
で
は
貞
慶

作
の
五
段
式
の
講
式
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
座
の
三
段
式

の
講
式
の
作
者
は
不
明
だ
が
、『
舎
利
勘
文
』
第
三
条
「
除
病
攘
災
故
」

及
び
第
七
条
「
發
菩
提
心
故
」
の
注
と
の
本
文
の
対
応
は
、
本
講
式
の
作

者
を
考
え
る
上
で
も
、
大
き
な
手
が
か
り
に
な
ろ
う
。

▼
第
四
条
「
示
現
神
變
故
」
の
注

　

第
四
条
に
は
、「
菩
薩
處
胎
経
云
」「
善
見
律
云
」
と
し
て
始
ま
る
二
種

の
経
文
抄
出
が
あ
る
が
、
後
者
は
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
に
は
見
え
な

い
（【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
に
は
い
ず
れ
も
「
善
見
律
云
」
の
引
用

が
あ
る
）。
そ
し
て
、「
只
非
二
一
粒
之
碎
身
ノ
ミ
ニ

一　

、
可
言
フ二
万
徳
之
全
躰

ト一
」
と
い
う
注
は
、「
菩
薩
處
胎
経
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
経
文

「
如
来
舎
利
反
化
無
方
ナ
リ
、
或
為
砕
身
ト一
、
或
為
全
身
ト一
、･･･

」（
金

剛
三
昧
院
蔵
本
で
は
「
反
化
」
を
「
變
化
」
と
す
る
）

の
内
容
に
、
特
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の

Ⅳ
「
仏
舎
利
随
身
事
」
に

「
但
見
テ
如
ク二
芥
子
一
勿
謂
砕
身
一
、
此
是
如
来
一
ノ
全
身
也
、
我
若
可

見
佛
身
一
者
、
此
一
粒
即
可
下
備
相
好
一
説
中
教
法
上
」（
146
〜
147
行
目
）

と
あ
る
記
事
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

▼
第
六
条
「
抜
苦
滅
罪
故
」
の
注

　

第
六
条
に
は
、「
蓮
花
面
経
云
」「
或
真
言
経
云
」
と
し
て
始
ま
る
二
種

の
経
文
引
用
が
あ
り
、前
者
に
は
「
抜
苦
与
楽
」、後
者
に
は
「
罪
障
消
滅
」

の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
点
、
標
題
と
対
応
し
て
い
る
。
注
の
中
に
、「
世
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尊
ノ
舎
利
反
シ
テ
成
二
生
身
ト一
、
往
来
六
趣
ニ一
、
済
度
ス
彼
類
ヲ一
」
と
あ
る
記
事

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
「
往
来
六
趣
ニ一
」
と
あ
る
点
は
、
貞
慶

の
三
段
の
『
誓
願
舎
利
講
式
』
の
二
段
目
に
、

「
二
ニ
願
ハ
依
テ
舎
利
ノ
威
力
ニ一
済
度
セ
ム
衆
生
ヲ一
、（
中
略
）、
仰
願
ハ
、
舎

利
往
来
シ
テ
十
方
ニ一
、
経
歴
シ
テ
六
趣
ニ一
、
随
テレ
機
施
シレ
益
ヲ一
、
皆
導ミキ
菩
提

ニ一
、
三
途
八
難
離
レ
苦
得
レ
楽
、
発
心
修
行
シ
テ
、
当ヘシ
ニレ
得
二
解
脱
ヲ一
矣＊
＊

」

と
あ
る
記
事
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
第
二
段
で
は
、
多
生
に
お
け
る
父
母

や
師
友
の
恩
の
深
さ
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
六
趣
に
転
生
し
て
い
る
父
母

や
師
友
を
舎
利
が
救
済
す
る
よ
う
、
願
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
舎
利
に
よ

る
父
母
師
友
等
の
救
済
に
つ
い
て
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
に
も
、

「
又
若
父
母
師
友
等
随
─

在
セ
ハ
悪
趣
一
、
知
ラ
ム
ニ
其
重
苦
一
、
済
度
失
ム

力
一
、
如
此
之
時
ト
キ
ニ、

深
乞
加
被
一
、
願
放
大
光
明
一
、
出
大
梵
音
一
、

強
耎
随
宜
ニ一
、
示
種
ノ々
相
ヲ一
、」（
166
～
167
行
目
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
半
部
分
は
、
第
六
条
の
注
の
「
済
度
ス
彼

類
ヲ一
、
金
光
照
耀
シ
、
法
音
演
出
セ
ン
」
と
い
う
記
事
と
も
内
容
的
に
通
じ

て
い
る
。

▼
第
七
条
「
發
菩
提
心
故
」
の
注

　

第
七
条
は
「
悲
花
経
云
」
と
さ
れ
る
経
文
と
注
の
み
で
、
注
に
つ
い
て

は
、
先
述
し
た
称
名
寺
の
正
月
の
七
日
八
座
の
舎
利
講
会
に
用
い
ら
れ
た

三
段
式
の
舎
利
講
式
の
第
一
段
に
、
近
似
し
た
本
文
が
確
認
で
き
る
。
第

一
段
は
、「
第
一
依
舎
利
ノ
加
被
ニ一
、
早
ク
発
ト二
菩
提
心
ヲ一
者
」
と
し
て
始
ま

る
が
、
第
一
段
の
終
わ
り
近
く
に
、

「
仰
キ
願
ク
ハ
如
来
ノ
舎
利
加
被
シ
テ
冥
力
ヲ一
、
勧
二
発
シ
我
カ
心
ヲ一
、
若
シ
ハ

眼
コ
ノ
前
ヘ
、
若
シ
ハ
夢
メ
ノ
中
、
願
ク
ハ
現
シ
神
変
ヲ一
、
願
ク
ハ
示
テ二
出
要
ヲ一
、

令シメ
玉
ヘ
シ
テ
我
ヲ一
忽
ニ
発
サニ
広
大
ノ
勝
解
清
浄
ノ
信
心
ヲ一
、
依
テ
之
ニ一
発
シ
四
弘
誓

願
ヲ一
、
能
ク
満
シ
六
波
羅
密
ヲ一
、
願
行
不
ス
シ
テ

朽クチ一
、
至
ラ
ン
不
退
転
ニ一
」＊
＊

と
あ
る
。
西
教
寺
蔵
本
の
「
菩
提
心
」
を
「
我
カ
心
」、「
神
反
」
を
「
神
変
」

と
す
る
の
は
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】
と
同
様
で
あ
り
、「
必
發
シ二
四
弘
誓

願
一
」
の
「
必
」
を
欠
く
の
も
【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
善
】
と
同
様
で
あ
る
。「
三

聚
浄
戒
」
を
「
六
波
羅
密
」
と
す
る
点
だ
け
、
こ
の
舎
利
講
式
の
独
自
の

点
だ
が
、
他
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
貞
慶
の
『
誓
願
舎
利
講
式
』
の
第
一
段
も
、「
一
ニ
願
ハ
依
テ
舎

利
ノ
加
被
ニ一
、
早
ハ
ヤ
ク発
サ
ン
菩
提
心
ヲ一
」
と
し
て
始
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
舎

利
が
衆
生
の
菩
提
心
を
発
さ
し
め
る
こ
と
や
、
舎
利
の
神
変
に
言
及
し
て

お
り
、
文
言
は
異
な
る
が
趣
旨
は
通
じ
て
い
る
。

「
仏
ノ
本
願
ニ
云
、
我
レ
涅
槃
ノ
後
チ
、
舎
利
変
化
、
令
ン三
所
化
ノ
衆
生
ヲ

発
サ二
菩
提
心
ヲ一
、（
中
略
）、
彼
ノ
仏
ノ
舎
利
、
為
ノ
我
等
カ一
故
ニ
作
シ
キ
種
々
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ノ
神
変
ヲ一
、是
ノ
故
ニ
我
等
発
テ
菩
提
心
ヲ一
、今
至
レ
リ
ト
解
脱
云
々

一

、（
中
略
）、

仰アヲ
キ願
ハ
如
来
ノ
本
願
不
スレ
違
一
現
シ
大
神
変
ヲ一
、
催
モ
ヨ
ヲ
シ我
カ
信
心
ヲ一
、
深
ク
垂

テ
加
被
ヲ一
、
令
メ
玉
ヘ

レ　

発
サ
真
実
堅
固
ノ
道
心
ヲ一
矣
、＊
＊

」

▼
第
八
条
「
随
心
（
身
）得

益
故
」
の
注

　

第
八
条
に
は
「
宝
悉
陀
羅
尼
経
」（
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
で
は
「
寳

悉
地
陀
羅
尼
経
」）
の
経
文
引
用
と
注
が
あ
る
。
西
教
寺
蔵
本
は
標
題
を

「
随
心
得
益
故
」
と
す
る
が
、金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
よ
う
に
「
随
身
得
益
故
」

と
あ
る
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。

　
ａ
の
「
如
来
ノ
色
身
ハ
世
間
无
等
キ
モ
ノ
」
に
つ
い
て
は
、『
白
宝
抄
』
駄

都
勘
文
で
は
末
尾
を
「
無
與
等
」
と
し
て
お
り
、『
勝
鬘
経
』
の
「
如
来

妙
色
身
、
世
間
無
与
等＊1
＊

」
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ｂ
で
は
、
そ
の
如
来
の
舎
利
（
金
剛
駄
都
）
に
遇
う
こ
と
の
難
し
さ

を
述
べ
る
。「
希
有
難
遇
ナ
リ
、
億
劫
ニ
一
ヒ
得
タ
リ
」
の
淵
源
は
、『
法
華
経
』

序
品
の
「
諸
仏
甚
難
値
、
億
劫
時
一
遇＊1
＊

」
に
あ
る
が
、
貞
慶
の
『
愚
迷
発

心
集
』
に
も
「
億
劫
に
一
た
び
説
き
た
ま
ひ
し
釈
尊
の
教
法
」
と
い
う
表

現
が
あ
る＊1
＊

。

　
ｃ
の
「
佛
ハ
是
三
界
之
慈
父
、我
ハ
是
如
来
之
愛
子
ナ
リ
」
は
、貞
慶
の
『
発

心
講
式
』
が
『
法
華
経
』
譬
喩
品
の
偈
（『
誓
願
舎
利
講
式
』
等
に
も
引

用
あ
り
）
や
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
三
十
の
偈
を
引
き
な
が
ら
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
内
容
と
も
通
じ
る
記
事
で
あ
る
。

「
仏
言
、
今
此
三
界
皆
是
我
カ
有
ナ
リ
、
其
中
ノ
衆
生
ハ
悉
是
吾
カ
子
ナ
リ
、

如
来
ハ
能
ク
教
ヘ
テ
令
フ
コ
ト

二　

修
習
、
猶
シ
如
三
慈
父
ノ
愛
ス
ル
カ

二　

一
子

＊1
＊ヲ一

」　

ｄ
の
「
五
道
ノ
貧
里
ニ
捨
レ
父
逃
逝
ス
」
は
、『
法
華
経
』
信
解
品
の
長
者
窮

子
の
話
に
由
来
す
る
。
幼
い
頃
に
父
を
捨
て
て
久
し
く
他
国
に
住
し
て
い

た
息
子
が
、
五
十
年
後
、
困
窮
し
て
、
た
ま
た
ま
長
者
の
父
の
家
に
来
る

が
、
父
の
威
厳
や
邸
宅
の
荘
厳
に
恐
れ
を
な
し
て
貧
里
に
立
ち
去
る
。
し

か
し
、
父
は
子
を
呼
び
戻
し
て
そ
の
家
で
働
か
せ
、
死
の
直
前
に
親
子
で

あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
財
産
を
譲
る
話
で
あ
る
。
こ
の
注
で
は
、
信
解
品

の
譬
喩
譚
を
、
慈
父
と
し
て
の
仏
と
、
そ
の
愛
子
と
し
て
の
衆
生
の
関
係

に
重
ね
、
仏
の
遺
骨
の
舎
利
を
見
て
、
そ
の
恩
恵
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、

舎
利
に
親
近
す
る
意
義
を
ｅ
の
記
事
に
か
け
て
述
べ
て
い
る
。

　

ｆ
の
「
我
レ
向
ハ二
中
有
之
闇
ニ一
、
放
レ
光
ラ
示
セレ
路
ヲ
」
と
い
う
記
事
は
、

金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
Ⅳ
『
舎
利
発
願
』
相
当
部
に
、「
願
臨
終
ノ

眼
ノ
前
ニ
舎
利
顕
現
シ
テ
、
示
ム
其
道
路
一
」（
171
行
目
）
と
い
う
記
事
に
通
じ

る
内
容
で
あ
る
。

　
ｇ
は
、
貞
慶
の
『
誓
願
舎
利
講
式
』
の
第
三
段
に
み
え
る
次
の
記
事
と

表
現
が
近
い＊1
＊

。
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「
又
向
ヒ
中
有
ノ
闇
ヤ
ミ
ニ一

、
詣
セ
ハ
閻
魔
ノ
庁
ニ一
、
放
レ
光
ヲ
現
シ
テ

レ

身
ヲ
、
慰イ
喩ユ

我
心
ヲ一
、
若
ハ
宿ヤト
リ母

胎
ニ一
、
若
入
ル
ト
モ
三
途
ニ一
、
与
ニレ
我
レ一
往
来
シ
テ
須
臾

モ
勿
レレ
離
ル
ヽ
コ
ト

一　
　

」

こ
れ
は
、
ｇ
の
「
詣
ハ二
閻
王
之
宮
」、「
我
若
詫
ハ
母
胎
一
」、「
我
若
入
ハ
三

途
ニ一
、
舎
利
モ
共
入
ン
」、「
如
影
ノ
随
レ
形
ニ一
刹
那
モ
勿
離
コ
ト
」
に
相
当
す
る

表
現
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
誓
願
舎
利
講
式
』
で
は
、
こ
の
記
事
の
少

し
後
に「

願
於
来
世
恒
沙
劫
、
念
々
不
捨
天
人
師
、
如
影
随
形
不
暫
離
、
昼

夜
勤
修
於
種
智
」

と
い
う
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
第
一
に
基
づ
く
伽
陀
が
あ
る
が
、
こ

の
伽
陀
は
貞
慶
の
『
欣
求
霊
山
講
式
』
に
も
み
え
る
。
ま
た
、
金
剛
三
昧

院
蔵
『
舎
利
』
で
も
、十
条
分
の
記
事
の
後
の
Ⅲ
の
部
分
で
、「
私
誓
願
云
」

「
次
不
空
礼
」「
発
願
云
」
と
し
た
記
事
に
続
き
、「
心
地
観
経
云
」
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
（
初
句
「
願
我
来
世
恒
沙
劫
」。
130
～
132
行
目
）。
ｇ
で

「
如
影
ノ
随
レ
形
ニ一
刹
那
モ
勿
離
コ
ト
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
心
地
観
経
の
偈

と
も
関
わ
る
表
現
で
、ｅ
の
「
恒
時
ニ
親
近
シ
テ
須
臾
モ
不
離
」
と
共
に
、「
随

身
得
益
故
」
の
「
随
身
」
を
示
す
表
現
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、ｇ
の
内
容
は
、金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』の
Ⅲ
の「
私
誓
願
云
」に
、

「
我
心
設
着
五
欲
妄
境
、
我
身
設
堕
三
随途
苦
器
、
勿
厭
垢
穢
、
如
影

随
逐
、
宜
顕
施
益
、
遂
導
浄
土
、
住
不
退
地
乃
至
等
覺
、
不
離
本
師
」

（
121
～
123
行
目
）

と
み
え
る
内
容
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

ｈ
で
は
、
我
が
身
の
八
万
の
毛
孔
の
一
つ
一
つ
に
九
億
の
虫
が
い
る
こ

と
に
ふ
れ
、
舎
利
が
も
し
我
が
身
を
照
ら
す
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の
虫
類
を

済
度
す
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
述
べ
ら
れ
る
。
金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』

の
Ⅲ
の
「
私
誓
願
」
で
も

「
近
従
我
身
八
万
戸
虫
、
遠
至
三
有
無
邊
衆
生
、
常
觸
其
光
、
離
苦

得
楽
、
漸
滅
罪
障
、
發
菩
提
心
」（
115
・
116
行
目
）

と
身
中
の
虫
の
救
済
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、貞
慶
の
『
愚
迷
発
心
集
』

に
、「

い
か
に
況
ん
や
、
八
万
四
千
の
毛
孔
、
一
尸
に
九
億
の
虫
類
あ
り
。

我
に
属
し
て
沈
淪
し
て
、
出
離
の
期
を
知
ら
ず
。
我
も
し
浮
む
こ
と

あ
ら
ば
、彼
も
ま
た
浮
む
べ
し
。
そ
の
面
面
の
迷
ひ
を
思
ふ
ご
と
に
、

た
だ
わ
が
念
念
の
肝
を
摧
く＊1
＊

」

と
あ
る
記
事
も
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ｉ
に
お
い
て
、

我
が
迷
闇
を
照
ら
し
、
我
が
罪
垢
を
洗
ぎ
、
我
が
身
の
臭
穢
を
払
い
、
熱

悩
を
除
く
仏
と
舎
利
の
利
益
が
説
か
れ
、広
大
な
る
仏
力
が
讃
え
ら
れ
る
。
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▼
第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
の
「
阿
含
経
」
経
文
の
注

　

第
十
条
の
最
初
の
「
阿
含
経
云
、於
二
如
来
ノ
舎
利
ニ一
、
一
ヒ
興
シ
供
養
者
、

千
反
得
生
レ
天
、
最
後
證
ン二
涅
槃
文一
」
と
い
う
経
文
に
対
す
る
注
で
、「
千

反
得
生
レ
天
」
を
特
に
、
弥
勒
の
浄
土
、
都
率
天
へ
の
希
求
に
結
び
付
け

て
い
る
。
貞
慶
の
弥
勒
信
仰
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
舎
利
と
弥
勒
信

仰
と
の
関
わ
り
を
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
中
で
確
認
す
る
と
、
Ⅲ

の
「
私
誓
願
」
の
中
に
、

「
必
詣
都
率
、
奉
仕
弥
勒
、
決
定
値
遇
、
釋
迦
舎
利
、
如
仕
生
身
」

（
118
・
119
行
目
）

と
い
う
一
節
が
あ
り
、Ⅳ
仏
舎
利
随
身
事
（『
舎
利
発
願
』
相
当
部
）
に
も
、

「
又
、弥
勒
下
生
龍
花
三
會
導
キ
、決
定
シ
テ
令
ム
詣
佛
前
一
、見
佛
聞
法
、

為
願
望
ノ
最
一
矣
」（
172
・
173
行
目
）

と
い
う
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
「
阿
含
経
」
と
さ
れ
る
経
文
に
つ
い
て
は
、『
阿
毘
達

磨
倶
舎
論
』
巻
第
八
に
「
令
無
量
人
及
諸
異
類
、
一
興
供
養
、
千
返
生
天
、

及
証
解
脱＊1
＊

」
と
い
う
類
似
表
現
を
含
む
一
節
が
あ
る
が
、『
倶
舎
論
』
で

は
舎
利
に
関
す
る
句
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
澄
観
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経

随
疏
演
義
鈔
』
巻
十
七
・
二
十
三
・
三
十
五
で
は
、
舎
利
に
関
し
て
「
一

興
供
養
、
千
返
生
天
」
と
し
て
い
る＊1
＊

。

　

貞
慶
と
の
関
係
で
は
、
貞
慶
撰
と
さ
れ
る
一
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
中

に
も
、「
一
ヒ
興
セ
ハ
供
養
ヲ一
、
千
反
生
シレ
天
ニ
、
永
ク
離
レ二
悪
趣
之
苦
ヲ一
、
遂
ニ

入
ル二
菩
提
之
道
ニ一
」と
い
う
一
節
が
あ
る＊1
＊

。
ま
た
、龍
谷
大
学
図
書
館
蔵『
諸

講
式
集＊1
＊

』
の
末
尾
（
十
番
目
）
に
貞
慶
作
と
し
て
収
め
ら
れ
た
「
舎
利
講

式
」
に
、

「･･･

法
華
経
云
、
諸
佛
滅
度
已
、
供
養
舎
利
者
、
如
是
諸
人
等
、

皆
已
成
佛
道
云
々
、
嗚
呼
、
千
遍
生
天
之
報
快
樂
雖
多
、
以
九
品
蓮

臺
之
蕚
、
我
所
聖
也
」

と
あ
る
の
も
、
こ
の
経
文
を
前
提
と
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

▼
第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
の
末
尾
の
注

　

第
十
条
は
、
西
教
寺
蔵
本
で
は
、「
阿
含
経
」「
大
般
若
経
」「
悲
華
経
」

「
法
華
経
」
の
経
典
を
典
拠
と
し
て
経
文
を
挙
げ
た
後
、「
我
般
涅
槃
後
、

能
ク
供
養
セ
ハ
舎
利
一
、
獲
二
得
テ
舎
利
ノ
身
ヲ一
、
済
二
度
ン
諸
ノ
郡
（
群
）生
ヲ
文

一

」
と
あ

り
（【
白
版
】
で
は
「
塔
像
経
」、【
大
Ａ
Ｂ
善
】
で
は
「
浴
像
経
」
を
典

拠
に
挙
げ
る
経
文
）、「
功
能
私
云
」
と
す
る
注
が
続
く
。
金
剛
三
昧
院
蔵

『
舎
利
』
で
は
、大
般
若
経
と
「
我
般
涅
槃
後･･･

」
以
下
の
句
が
な
い
が
、

『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
に
は
両
者
と
も
確
認
で
き
る
か
ら
、
こ
の
形
態
は

少
な
く
と
も
鎌
倉
後
期
ま
で
遡
る
。
こ
の
注
の
み
「
功
能
私
云
」
と
し
て
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始
ま
っ
て
い
る
が
、
西
教
寺
蔵
本
以
外
で
は
、
他
の
注
と
同
じ
く
「
私
云
」

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

注
は
、
こ
れ
ら
五
つ
の
経
文
の
特
定
の
記
事
と
特
に
関
わ
る
よ
う
な
内

容
で
は
な
い
が
、「
破
三
有
」
と
す
る
点
は
「
證
得
菩
提
」
に
関
わ
る
内

容
で
あ
る
。
な
お
、「
證
得
菩
提
」
の
標
題
は
、「
悲
華
経
云
」
と
す
る
引

用
末
尾
の
「
皆
悉
ク
證
得
三
乗
ノ
菩
提
一
」
か
ら
取
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

五
、『
舎
利
帰
依
十
因
』
等
の
構
成
の
検
討

─
金
剛
三
昧
院
蔵
本
と
の
比
較

　

西
教
寺
蔵『
舎
利
歸
依
十
因
』や
善
通
寺
蔵『
舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事
』

に
は
、「
舎
利
勘
文
」
の
題
を
持
つ
諸
本
に
対
応
す
る
内
容
の
後
に
も
記

事
が
続
い
て
お
り
、そ
の
中
に
も「
私
云
」等
で
始
ま
る
注
が
幾
つ
か
あ
る
。

『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
に
も
相
当
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
記
事
も
、
鎌
倉
後
期
以
前
に
遡
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、〔
南

北
朝
時
代
〕
写
の
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
に
は
、
注
は
付
い
て
い
な
い

も
の
の
、
経
文
等
の
構
成
の
比
較
に
よ
っ
て
、『
舎
利
勘
文
』
の
注
に
つ

い
て
も
、
そ
の
古
態
を
幾
分
か
は
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
西
教
寺
蔵
『
舎
利
歸
依
十
因
』
で
は
、
十
因
（
十
条
）
分
の
経

文
引
用
と
注
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
記
事
が
続
い
て
い
る
。
便
宜
上
、
数

字
を
振
っ
て
整
理
し
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
に
対
応
す
る
記
事
が
あ

る
も
の
に
◎
を
付
し
た
（
た
だ
し
、
本
文
に
は
異
同
が
あ
る
）。

▼
西
教
寺
蔵
本
の
十
因
分
の
経
文
以
降
の
記
事
構
成

◎
１
、
重
誓
願
（
誓
願
私
）

「
重
誓
願
云　

誓
願
私
云
／
願
從
今
身　

尽
未
来
際･･･

乃
至
等
覺

／
不
離
レ
本
師
一
」

◎
２
、
江
南
燈
心
寺
礼
舎
利
詞
（
い
わ
ゆ
る
不
空
舎
利
礼
）

「
江
南
燈
心
寺
礼
舎
利
詞
／
一
心
頂
礼　

万
徳
円
満　

釈
迦
如
来

･･･

今
将
頂
礼
」

　

３
、「
南
无
尺
迦
如
来
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇
頂
戴
三反
」

◎
４
、
発
願

「
發
願
云
／
皈
命
頂
礼　

一
切
三
寳　

我
等
弟
子･･･

自
他
同
證　

无
上
菩
提
」

◎
５
、「
四
弘
誓
願
如
常
」　

＊
こ
の
下
に
「
私
云
」
と
あ
り
、
６
に
接
続

す
る
語
か
。

　

６
、
四
句
偈
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「
唯
願
三
寳
垂
加
護　

令
我
常
念
釈
迦
尊　

前
念
力
故
後
増
進　

必

得
成
就
生
佛
前
」

◎
７
、
釈
迦
宝
号

「
釈
迦
宝
号
数
遍
、
任
意
可
有
観
念
」

　

８
、「
花
ム
（
厳
）経

云
、
又
放
光
明　

名
見
佛
寺
文
」

　

９
、
私
注

「
私
云
、
泣
唱
フ二
大
悲
之
名
ヲ一
、･･･

一
心
不
乱
稱
名
号
一
也
」

◎
10
、
心
地
観
経
の
偈
と
釈
迦
帰
依
の
礼
文

「
心
地
観
経
云
、
願
於
来
世
恒
沙
劫
等
文
」

「
南
（
南
無
カ
）大恩
教
主
尺
迦
如
来
生
々
世
々
親
近
奉
仕
三
反
」

◎
11
、「
神
分　

祈
願　

六
種
廻
向　

合
殺　

後
唄
」

　

12
、「
阿
含
経
」・「
小
法
滅
盡
経
」「
寳
梁
経
」「
悲
花
経
」「
涅
槃
後
分

遺
教
品
」
の
句

12
─

１
、「
阿
含
経
云
、
若
有
テ二
衆
生
ニ一
、
不
シ
テ

レ

得
舎
利
ヲ一･･･
」

12
─

２
、「
小
法
滅
盡
経
云
、
若
人
末
代
、
於
テ二
佛
舎
利
一
生
シ
疑

･･･

」
12
─

３
、「
寳
梁
経
云
、
有
レ
人
无
慙
破
戒
身
ヲ一･･･

」

12
─

４
、「
悲
花
経
中
云
、
若
有
衆
生
聞
二
舎
利
名
ヲ一･･･

」

12
─

５
、「
涅
槃
後
分
遺
教
品
云
、
阿
難
曰
佛
言･･･

」

　

13
、
虚
空
蔵
寺
舎
利

    「
虚
空
蔵
寺
舎
利
／
和
州
古
京
之
南
虚
空
蔵
寺
之
側･･･

」

◎
14
、「
唯
留
舎
利
恩
」

　

◎
14
─

１
、「
法
花
経
云
、
衆
見
我
滅
度･･･

」

14
─
２
、
私
注　
【
白
西
善
十
】
に
当
該
記
事
あ
り

「
私
云
、
我
等
自
弁
ヘ
善
悪
ヲ一･･･

況
於
本
師
釈
尊
妙
果
功
徳
哉
」

　

◎
14
─

３
、「
涅
槃
経
云
、
佛
告
四
衆
ニ一
、
汝
莫
レ二
愁
悩
ス
ル
コ
ト

一　
　

･･･

」

　

◎
14
─

４
、「
大
般
若
経
云
、
以
テ二
金
剛
喩
三
摩
地
ノ
力
ヲ一･･･

」

　

◎
14
─

５
、「
羅
摩
伽
経
云
、
為
度
ン
カ

二

虚
偽
薄
福
ノ
衆
生
ヲ一･･･

」

　

◎
14
─

６
、「
寳
積
経
云
、
於
未
来
世
後
五
百
歳
ニ一･･･

」

　

◎
14
─

７
、「
持
世
経
云
、
我
昔
シ
修
行
セ
シ
菩
薩
ノ
行
ヲ一
時･･･

」

　

◎
14
─

８
、「
大
悲
経
云
、
如
来
ノ
身
者
不
可
破
壊
ス一･･･

」

　
　

14
─
９
、
私
注　
【
西
善
十
】
に
当
該
記
事
あ
り

「
私
云
、
法
膚
清
ク
恩
徳
残
リ
芳
シ･･･

今
方
ニ
得
タ
ル

二

親
近
ル
コ
ト
ヲ

一　
　

文
」

　

15
、「
釈
迦
隠
本
垂
末
事
」

15
─

１
、「
玄
賛
云
、
蔵
報
身
之
實
徳
ヲ一･･･

」

15
─

２
、「
悲
花
経
云
、
我
滅
度
後
、
於
末
法
中
、
現
大
明
神
、
廣

度
衆
生
文
」

15
─
３
、
私
注
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「
私
云
、
既
ニ
近
キ
ヌ

二

現
在
之
化
身
ニ一
、･･･

欲
レ
結
ン
ト

二

和
光
同
塵
之
縁

ヲ一
文
」

　

16
、「
恒
ニ
可
拝
見
ス
舎
利
ヲ一
事
」

「
恒
ニ
可
拝
見
ス
舎
利
ヲ一
事
／
涅
槃
経
云
、
若
見
如
来
舎
利･･･

即
是

見
ナ
リ

レ

僧
ヲ
文
」

　

17
、「
遺
身
舎
利
記
」

「
遺
身
舎
利
記
／
入
涅
槃
處
七
寳
蓮
花
寺･･･

」

　

18
、
天
王
寺
舎
利

「
天
王
寺
舎
利
ハ
コ
ノ
ム
ラ
傍
ニ
シ
ヤ
リ
ム
寺
ト
云
所
ニ･･･

」

　

19
、「
真
偽
難
知
事
」

「
真
偽
難
知
事
／
造
佛
開
眼･･･

」

　

20
、「
志
求
有
験
事
」

「
志
求
有
験
事
／
相
州
ノ
供
道
ノ
舎
利
ハ･･･

」

　

１
～
11
は
舎
利
を
奉
じ
た
法
会
の
次
第
で
、
そ
れ
以
外
は
経
文
の
抄
出

と
注
が
中
心
だ
が
、
13
や
17
～
20
は
説
話
的
な
記
事
で
あ
る
。
18
の
末
尾

に
「
此
十
因
ハ
解
脱
上
人
作
云

云
」
と
撰
者
の
貞
慶
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
本
書
の
内
容
と
し
て
は
18
ま
で
で
一
区
切
り
で
、
少
な
く

と
も
19
・
20
は
増
補
さ
れ
た
記
事
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
前
の
18

も
片
仮
名
主
体
で
あ
り
、
他
の
記
事
の
漢
文
と
は
文
体
が
異
な
る
点
が
気

に
な
る
。

　

た
だ
し
、説
話
的
な
記
事
の
中
で
も
、13
の
「
虚
空
蔵
寺
舎
利
」
は
、『
渓

嵐
拾
葉
集
』
巻
十
一
に
「
虚
空
蔵
寺
舎
利
事
」
と
し
て
引
か
れ
る
説
話
と

も
対
応
す
る
本
文
で
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
記
事
の
末
尾
に
も
「
解
脱
上

人
筆
云
云
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
表
紙
に
釼
阿
の
署
名
を
持
つ
称
名
寺
聖

教『
舎
利
要
文
』（
一
二
九
函
一
二
、折
本
一
帖
、弘
安
元
年
写
）の
中
に
も
、

「
異
砂
記　

解
脱
上
人
」
と
し
て
対
応
す
る
本
文
が
あ
る
こ
と
か
ら＊2
＊

、
弘

安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
段
階
で
、
貞
慶
に
よ
る
も
の
と
し
て
舎
利
関
係

経
文
と
共
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

１
・
２
・
４
・
５
・
７
・
10
・
11
の
内
容
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』

の
Ⅲ
の
部
分
に
（
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
）
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
金
剛

三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
で
は
、「
證
得
菩
提
故
」
の
経
文
が
法
花
経
ま
で
で

終
わ
っ
た
後
、
西
教
寺
蔵
本
の
１
に
相
当
す
る
内
容
が
「
私
誓
願
云
」
と

し
て
あ
り
、
続
い
て
２
に
相
当
す
る
舎
利
礼
が
入
り
（
た
だ
し
「
次
不
空

礼
」
と
の
み
記
載
）、
４
・
５
に
相
当
す
る
発
願
・
四
弘
誓
願
が
入
る
（
た

だ
し
５
は
「
次
四
弘
」
と
の
み
記
載
）。
そ
の
次
に
７
に
相
当
す
る
「
次

尺
迦
寳
号
〈
可
有
観
念
〉」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
10
に
相
当
す
る
心
地

観
経
の
偈
と
「
南
無
大
恩
教
主
尺
迦
如
来
、生
々
世
々
親
近
奉
仕
〈
三
反
〉」
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の
礼
文
を
挟
ん
で
、
11
は
「
神
分
」
以
下
同
文
で
あ
る
。
金
剛
三
昧
院
蔵

本
は
こ
の
後
、『
舎
利
発
願
』
に
相
当
す
る
部
分
（
Ⅳ
）
が
続
く
。

　

ま
た
、『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
に
は
、
西
教
寺
蔵
本
の
１
・
２
・
７
・
９
・

10
・
11
に
相
当
す
る
内
容
が
あ
る
。「
證
得
菩
提
故
」
の
標
題
を
欠
く
も

の
の
、
そ
の
末
尾
の
注
「
私
云
、
此
是
如
来
最
上
無
漏
種
子
所
生･･･

済

度
諸
群
生
文
」
の
次
に
、
西
教
寺
蔵
本
の
１
に
相
当
す
る
内
容
が
「
私
重

誓
願
云
」
と
し
て
続
き
、
２
に
相
当
す
る
「
不
空
三
蔵
訳
一
心
頂
礼
万
徳

円
満
等
讃
嘆
〈
可
有
／
之
〉」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、７
に
相
当
す
る
「
釈

迦
宝
号
〈
数
遍
任
心
／
可
有
観
念
〉」
が
入
り
、
10
に
相
当
す
る
心
地
観

経
の
偈
と
「
南
無
帰
命
頂
礼
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
生
々
世
々
値
遇
頂

戴
〈
三
反
〉」
と
い
う
礼
文
を
挟
ん
で
（
傍
線
部
は
異
同
箇
所
）、11
の
「
神

分
」
以
下
が
あ
る
（
末
尾
は
「
後
唄
等
」）。

　

記
事
の
出
入
り
や
省
略
・
増
補
は
あ
る
も
の
の
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎

利
』
の
Ⅲ
を
基
準
に
考
え
れ
ば
、
11
ま
で
の
内
容
は
舎
利
を
奉
安
し
て
行

う
法
会
の
次
第
を
示
し
た
も
の
で
、
舎
利
関
係
経
文
の
抄
出
と
も
密
接
に

関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
３
の
礼
文
は
、
金
剛
三
昧
院

蔵
『
舎
利
』
Ⅳ
の
『
舎
利
発
願
』
相
当
部
分
に
も
同
文
が
み
え
る
が
、
貞

慶
撰
と
さ
れ
る
一
段
式
『
舎
利
講
式
』
や
『
誓
願
舎
利
講
式
』
に
も
同
文

が
確
認
で
き
る
。
４
の
発
願
文
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
貞
慶
の
『
春
日
大

明
神
発
願
文
』
の
記
事
に
同
文
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
、
前
稿
に
お
い
て
金

剛
三
昧
院
蔵
本
を
用
い
て
指
摘
し
た
。
ま
た
、
６
の
四
句
偈
は
、
金
剛
三

昧
院
蔵
本
に
は
み
え
ず
、
広
く
流
通
し
た
形
跡
も
見
出
せ
な
い
一
方
で
、

貞
慶
周
辺
で
用
い
ら
れ
た
句
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
丹
波

入
道
（
藤
原
盛
実
）
が
施
主
と
な
っ
て
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
に
造
立

さ
れ
た
、
京
都
・
峯
定
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
の
造
像
時
の
納
入
品
の
六
枚

の
樹
葉
（
菩
提
樹
葉
か
）
の
う
ち
の
三
枚
に
、
同
じ
四
句
偈
が
墨
書
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る＊2
＊

。
そ
れ
ぞ
れ
、
弉
□
、
見
阿
弥
陀
□
、
牟
尼
阿
弥
陀

仏
が
結
縁
の
た
め
に
記
し
た
樹
葉
で
、
牟
尼
阿
弥
陀
仏
の
記
し
た
葉
で
は

釈
迦
如
来
の
五
百
大
願
に
ふ
れ
て
い
る
点
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
釈

迦
如
来
立
像
に
は
、
五
輪
塔
形
舎
利
塔
や
宝
筐
印
陀
羅
尼
、
梵
文
陀
羅
尼
、

樹
葉
等
と
共
に
、
貞
慶
自
筆
の
『
解
深
密
経
』
と
結
縁
文
が
納
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
野
村
卓
美
氏
は
、
こ
の
貞
慶
の
結
縁
文
の
冒
頭

や
樹
葉
の
一
部
に
四
弘
誓
願
が
記
さ
れ
て
お
り
、
貞
慶
は
他
の
著
作
で
も

四
弘
誓
願
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
納
入
品
に
も
貞
慶
周
辺
人
物
の

名
が
確
認
で
き
、
納
入
品
に
貞
慶
の
著
述
と
関
わ
る
記
事
も
認
め
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る＊2
＊

。
６
の
四
句
偈
が
５
の
四
弘
誓
願
に
続
く
点

も
含
め
て
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
10
で
は
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
偈
句
を
引
く
が
、
貞
慶
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は
『
誓
願
舎
利
講
式
』『
欣
求
霊
山
講
式
』
で
も
同
様
の
句
を
伽
陀
と
し

て
お
り
、『
誓
願
舎
利
講
式
』
は
こ
れ
に
「
願
以
此
功
徳･･･

」
の
廻
向

伽
陀
が
続
き
、
３
と
同
文
の
「
南
無
釈
迦
如
来
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇

頂
戴
」の
礼
文
で
締
め
括
ら
れ
る
。心
地
観
経
に
つ
い
て
は
、建
久
九
年（
一

一
九
八
）
に
造
立
供
養
さ
れ
た
笠
置
寺
十
三
重
塔
に
、
仏
舎
利
、
大
般
若

経
、
法
華
経
と
共
に
心
地
観
経
が
納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て

お
き
た
い
（
同
年
十
一
月
七
日
付
貞
慶
願
文
）。
３
に
類
似
し
た
10
の
礼

文
も
、
貞
慶
の
五
段
式
『
舎
利
講
式
』
に
「
南
無
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如

来
生
々
世
々
値
遇
頂
戴
」
と
い
う
類
似
句
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
11
ま
で
の
次
第
は
、
貞
慶
の
釈
迦
・
舎
利
信
仰
と
深
く
関
わ
る
内

容
と
言
え
る
。
西
教
寺
蔵
本
の
９
の
注
は
、
こ
れ
ら
の
次
第
の
中
に
挿
入

さ
れ
て
い
る
。

　
『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
で
は
、
こ
の
後
に
「
大
師
御
記
云･･･
」「
舎
利

功
能
」「
仏
舎
利
宝
珠
同
体
事
」「
舎
利
即
菩
提
心
体
事
」等
の
記
事
が
続
き
、

そ
れ
ら
の
一
部
に
も
「
私
云
」
等
で
始
ま
る
注
が
付
い
て
い
る
。
し
か
し
、

「
仏
舎
利
宝
珠
同
体
事
」
以
下
の
記
事
の
一
部
分
は
、
東
寺
宝
菩
提
院
蔵

の
道
範
の
奥
書
を
持
つ
『
舎
利
要
文
』
の
記
事
と
対
応
す
る
と
い
う
清
水

宥
聖
氏
の
指
摘
を
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
氏
が
紹
介
し
て
お
り＊2
＊

、『
白

宝
抄
』で
は
源
を
異
に
す
る
複
数
の
本
文
が
結
合
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
の
後
半
に
み
え
る
注
記
の
中
で
、
空
体

房
鑁
也
（
一
一
四
九
～
一
二
三
〇
）
に
言
及
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
が
、

鑁
也
に
つ
い
て
「
取
二
出
室
生
山
之
仏
舎
利
一
之
上
人
」
と
し
て
言
及
し

て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
鑁
也
に
よ
る
室
生
山
の
舎
利
盗
掘＊2
＊

が
あ
っ

た
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
六
月
以
降
の
注
記
と
み
ら
れ
る
。
鑁
也
の
よ

う
な
僧
侶
の
固
有
名
を
出
す
の
も
、『
舎
利
勘
文
』
の
十
条
分
に
施
さ
れ

た
注
と
は
異
質
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
、本
稿
で
は
『
白
宝
抄
』

駄
都
勘
文
の
後
半
の
注
は
除
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

次
に
、
西
教
寺
蔵
本
の
14
の
「
唯
留
舎
利
恩
」
と
し
て
始
ま
る
経
文
抄

出
に
つ
い
て
は
、『
舎
利
勘
文
』
の
寛
文
十
年
刊
本
や
第
二
節
で
（
３
）

に
挙
げ
た
「
舎
利
勘
文
」
の
題
を
持
つ
諸
本
と
比
較
し
た
限
り
で
は
、
一

見
、
増
補
さ
れ
た
記
事
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
14
の
部
分
は
、

金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
冒
頭
に
「
遺
留
舎
利
恩
」
と
し
て
「
法
花
経
」

以
下
の
八
本
の
経
典
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
る
経
文
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
金

剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
で
は
、「
法
花
経
」
と
「
涅
槃
経
」
を
典
拠
と
し

て
経
文
を
引
い
た
後
、「
最
勝
王
経
云
」
と
し
て
引
く
経
文
が
あ
り
、
こ

れ
の
み
西
教
寺
蔵
本
に
は
み
え
な
い
が
、
続
い
て
「
大
般
若
経
」「
羅
摩

伽
経
」「
寳
積
経
」「
持
世
経
」「
大
悲
経
」
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
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い
る
経
文
は
、
西
教
寺
蔵
本
に
対
応
す
る
。

　

一
方
、
善
通
寺
蔵
『
舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事
』
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵

『
舎
利
』
の
Ⅲ
の
部
分
に
対
応
す
る
次
第
は
な
い
が
、
第
十
条
の
「
浴
像

経
」
を
典
拠
と
す
る
経
文
に
「
私
云
」
と
し
て
注
を
入
れ
た
後
、
そ
の
ま

ま
次
の
よ
う
な
経
文
抄
出
が
続
く
（「
私
云
」「
又
云
」
等
の
記
事
は
、
経

文
に
対
し
て
低
一
格
で
、
合
点
を
打
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
）。
連
続
し
て

経
文
が
続
く
の
で
、
善
通
寺
蔵
本
だ
け
を
見
る
限
り
で
は
、
以
下
の
ａ
か

ら
ｏ
ま
で
の
経
文
も
第
十
条
に
含
ま
れ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
う

で
は
な
い
こ
と
が
他
伝
本
と
の
比
較
か
ら
わ
か
る＊2
＊

。
そ
こ
で
、
西
教
寺
蔵

本
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
（
略
号
【
金
】）
と
の
対
応
関
係
を
併
せ
て
示
し

て
お
く
（
な
お
、対
応
す
る
経
文
で
も
、本
文
に
は
幾
分
か
異
同
が
あ
る
）。

▼
善
通
寺
蔵
本
の
十
因
分
の
経
文
以
降
の
記
事
構
成
と
【
西
】【
金
】
の

対
応

ａ
「
法
華
経
云･･･

」	

【
西
】
14
─

１	

【
金
】
２
・
３
行
目
に
対
応
。

　

ｂ
「
私
云
」
注
記	

【
西
】
14
─
２

　
ｃ
「
又
云･･･

」
注
記	

【
西
】
に
ナ
シ
。

ｄ
「
涅
槃
経
云･･･

」	

【
西
】
14
─

３	

【
金
】
４
・
５
行
目
に
対
応
。

ｅ
「
最
勝
王
経
云･･･

」	

【
西
】
に
ナ
シ
。【
金
】
６
・
７
行
目
に
対
応
。

（【
西
】
で
は
、こ
の
間
に
14
─

４
「
大
般
若
経
云･･･

」
が
入
る
。【
金
】

８
～
10
行
目
に
対
応
。）

ｆ
「
維
摩
伽
経
云･･･

」	

【
西
】
14
─

５	

【
金
】
行
目
に
対
応

ｇ
「
宝
積
経
云･･･

」	

【
西
】
14
─

６	

【
金
】
13
～
16
行
目
に
対
応

ｈ
「
救
世
経
云･･･

」	

【
西
】
14
─

７	

【
金
】
17
～
19
行
目
に
対
応

　

ｉ
「
私
云･･･

」
注
記	

【
西
】
に
ナ
シ
。

ｊ
「
大
悲
経
云･･･

」	

【
西
】
14
─

８	

【
金
】
20
～
23
行
目
に
対
応

　

ｋ
「
私
云
」
注
記	

【
西
】
14
─
９

ｌ
「
阿
含
経
云･･･

」	

【
西
】
12
─

１　

＊
以
下
【
金
】
に
対
応
記
事

		


ナ
シ
。

ｍ
「
正
法
滅
盡
経
云･･･

」	【
西
】
12
─

２

ｎ
「
宝
梁
経
云･･･

」	

【
西
】
12
─

３

ｏ
「
或
秘
教
中･･･

」	

【
西
】
に
ナ
シ
。

（
こ
の
後
に
「
一
舎
利
功
徳
事
」
以
下
の
六
箇
条
が
続
く
が
、「
舎
利
皈
依

十
因
」
と
は
別
。）

　

＊
ｈ
の
「
救
世
経
」、【
西
】【
金
】
で
は
「
持
世
経
」
と
す
る
が
、
引

用
本
文
は
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
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こ
の
後
に
「
解
脱
上
人
御
草
云
云
」
と
あ
り
、さ
ら
に
「
一
舎
利
功
徳
事
」

以
下
、「
一
」
か
ら
「
六
」
ま
で
の
六
箇
条
の
記
事
が
続
く
。
こ
の
構
成

か
ら
は
、
書
写
者
に
は
「
或
秘
教
中･･･

」
の
記
事
ま
で
が
貞
慶
の
撰
述

と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（「
舎
利
皈
依
十
因
并
功
徳
事
」
と
い

う
目
録
題
や
、
各
標
題
に
振
ら
れ
た
番
号
も
、「
舎
利
皈
依
十
因
」
と
、

そ
の
後
の
六
箇
条
を
区
別
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
）。

　

こ
の
ａ
か
ら
ｋ
ま
で
の
記
事
の
う
ち
、
行
頭
を
下
げ
て
示
し
た
ｂ
・ｃ
・

ｉ
・
ｋ
の
注
を
除
く
と
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
Ⅰ
に
八
本
の
経
典

を
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
経
文
の
う
ち
「
大
般
若
経
」
を
除
く
７
本
の

経
典
の
引
用
に
対
応
し
、
順
序
も
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
大
般
若

経
」
を
典
拠
と
す
る
経
文
も
、
西
教
寺
蔵
本
で
は
、
ｅ
と
ｆ
の
間
に
引
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
善
通
寺
本
で
の
脱
落
と
考
え
ら
れ
る
。
高
野
山
三
宝

院
文
庫
蔵
『
舎
利
十
因
』
は
、
経
文
自
体
に
は
脱
落
が
多
い
も
の
の
、
十

因
分
の
経
文
に
続
い
て
、
善
通
寺
蔵
本
の
ａ
か
ら
ｏ
ま
で
の
全
て
に
対
応

す
る
記
事
が
あ
り
、善
通
寺
蔵
本
の
ｅ
と
ｆ
の
間
に
相
当
す
る
箇
所
に「
大

般
若
経
」
の
経
文
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、「
大
般
若
経
」

の
経
文
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
に
み
え
る
だ
け
で
な
く
、
Ⅳ
「
仏
舎

利
随
身
事
」（
舎
利
発
願
）
に
も
「
大
般
若
経
云
、
以
深
廣
ノ
大
悲
神
力

ヲ一
、
加
持
護
念
ト
ミ
ヘ
リ
」
と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
自
体
、『
舎
利

発
願
』
相
当
部
と
Ⅰ
の
経
文
類
の
相
関
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
西
教
寺
蔵
本
で
は
、
善
通
寺
蔵
本
の
ｅ
「
最
勝
王
経
」
の
経
文

や
、
ｃ
・
ｉ
の
注
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
こ
と

で
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
に
注
が
施
さ
れ
た
当
初
の
形
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
を
併
せ
て
み
る
と
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
の
部
分
（「
遺
留

舎
利
恩
」
に
関
わ
る
八
つ
の
経
文
）
を
、
Ⅱ
の
部
分
（『
舎
利
勘
文
』
寛

文
十
年
刊
本
等
の
注
を
除
い
た
経
文
部
分
に
相
当
）
の
後
、
も
し
く
は
Ⅲ

の
部
分
（
法
会
次
第
）
の
後
に
移
し
た
よ
う
な
形
の
本
文
に
対
し
て
、
注

が
付
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
西
教
寺
蔵
本
の
９
や
15
─

３

の
注
も
一
連
の
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
の
部
分
を

Ⅲ
の
後
に
移
し
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
に
少
し
経
文
等
の
増

補
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
、
注
が
付
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。

　

そ
の
背
景
を
考
え
る
際
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
に
は
「
舎
利
勘
文
」
の
題

が
な
く
、「
護
持
福
徳
故
」
等
の
標
題
に
番
号
も
付
さ
れ
て
い
な
い
点
が

参
考
に
な
ろ
う
。「
舎
利
勘
文
」
と
い
う
題
は
、
経
文
抄
出
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
に
注
も
施
さ
れ
た
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題
で
あ
る
。
冒
頭
の
Ⅰ
「
遺

留
舎
利
恩
」
は
、標
題
と
し
て
末
尾
に
「
故
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
点
で
、
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Ⅱ
の
「
護
持
福
徳
故
」
以
下
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、「
護
持
福
徳
故
」

以
下
の
経
文
と
同
じ
様
な
形
式
で
、
テ
─
マ
に
沿
っ
て
経
文
を
挙
げ
て
い

る
点
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
形
が
古
態
と
す
れ
ば
、

標
題
の
末
尾
に
番
号
も
付
す
『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
よ
う
に
、
十
箇
条
で

の
整
理
を
強
調
す
る
形
で
編
集
さ
れ
た
際
、
こ
の
「
遺
留
舎
利
恩
」
が
後

に
ま
わ
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
ま
た
、
経
文
を
列
挙
す
る
Ⅰ
・
Ⅱ
と
、

法
会
次
第
の
Ⅲ
は
性
格
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
善
通
寺
蔵
本
の
よ
う
に
Ⅲ

に
相
当
す
る
部
分
を
脱
落
さ
せ
た
伝
本
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
不
思
議
で
は

な
い
。

　

金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅰ
の
部
分
に
存
在
す
る
経
文
に
対
し
て
付
さ
れ

た
、
西
教
寺
蔵
本
の
14
─

２
、
14
─

９
、
善
通
寺
蔵
本
の
b
、
ｃ
、
ｉ
、

k
の
注
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅱ
の
部
分
に
存
在
す
る
経
文
に
対
し
て

付
さ
れ
た
注
（
第
三
節
に
挙
げ
た
注
）
と
同
様
に
付
さ
れ
た
一
連
の
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、西
教
寺
蔵
本
の
14
─

９
（【
善
】k
に
相
当
）

が
貞
慶
撰
と
さ
れ
る
一
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
本
文
の
一
部
に
、
ま
た
、

善
通
寺
蔵
本
ｃ
・
i
の
注
が
貞
慶
撰
の
五
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
本
文
の

一
部
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
補
強
で
き
る
（
次
節
で
後
述
）。
金

剛
三
昧
院
蔵
本
の
Ⅲ
に
相
当
す
る
法
会
次
第
に
挿
入
さ
れ
た
、
西
教
寺
蔵

本
の
９
の
注
も
、
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
教
寺
蔵

本
の
15
─

3
の
注
に
つ
い
て
は
、「
釈
迦
隠
本
垂
末
事
」
に
引
か
れ
る
経

文
が
金
剛
三
昧
院
蔵
本
に
は
み
え
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
他

の
注
に
比
べ
て
、
特
に
異
質
な
点
も
伺
え
な
い
。
そ
こ
で
、
次
章
で
こ
れ

ら
六
箇
所
の
注
に
つ
い
て
本
文
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。

六
、「
舎
利
勘
文
」の
題
を
持
つ
諸
本
に
は
み
え
な
い
注

　

前
節
で
は
、西
教
寺
蔵
本
・
善
通
寺
蔵
本
を
中
心
に
構
成
を
確
認
し
、「
舎

利
勘
文
」
の
題
を
持
つ
諸
本
に
は
み
え
な
い
六
箇
所
の
注
の
位
置
を
示
し

た
。
こ
れ
ら
の
注
の
一
部
は
、『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
や
高
野
山
三
宝
院

文
庫
蔵
『
舎
利
十
因
』
に
も
み
え
る
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
以
下
に
本
文

と
校
異
を
示
し
、
内
容
を
検
討
す
る
。

▼
「
法
花
経
云
、
衆
見
我
滅
度･･･

」
に
対
す
る
注
①
（【
西
】
14
─

2
、

【
善
】
ｂ
、【
白
】、【
十
】）

【
西
】

私
云
、
我
等
自
弁
ヘ
善
悪
ヲ一
、
聊
信
ス
因
果
ヲ一
、
悠
タ々
ル
苦
海
ニ
、
適
得
リ
舩

筏
ヲ一
、
皆
是
釈
迦
大
師
ノ
善
巧
之
力
也
、
毎
ニ
思
フ
ニ

二

恩
徳
ヲ一
、
戀
慕
難
休
、

化
身
是
末
也
、
報
身
是
本
也
、
末
ハ
不
レ
離
レ
本
故
、
摂
末
帰
本
、
此
化
身
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舎
利
、
即
報
身
妙
躰
也
、
色
身
是
境
也
、
智
是
只
上
、
境
不
離
心
故
、
摂

境
從
心
、
舎
利
即
佛
心
也
、
有
為
是
相
用
也
、
无
為
彼
真
性
也
、
相
不
離

性
故
、
摂
相
帰
性
、
此
舎
利
即
妙
法
身
也
、
三
身
不
離
万
徳
円
満
、
十
方

浄
土
猶
此
一
粒
之
中
ニ
ア
リ
、
一
切
賢
聖
不
出
此
一
法
外
、
況
於
本
師
釈
尊

妙
果
功
徳
哉
、

［
校
異
］　

＊【
白
】は「
化
身
是
末
也
」以
下
の
み
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
。

我
等
─
ナ
シ
【
善
十
】　

適
─
遇
【
十
】　

是
─
ナ
シ
【
白
】　

摂
─
接
【
白

十
】　

即
─
ナ
シ【
白
】　

妙
躰
也
、色
身
是
境
─
ナ
シ【
十
】　

色
─
吾【
白
】

　

境
也
─
境
【
善
】　

智
是
只
上
─
智
亦
是
心
也
【
白
】、
智
品
ハ
是
ノ
心
也

也
【
善
】、
智
品
ハ
是
レ
心
【
十
】　

心
─
ナ
シ
【
十
】　

摂
境
從
心
─
接
境

從
心
【
白
】、
接
レ
境
妙
躰
也
色
身
是
境
心
不
レ
離
レ
境
故
【
十
】　

佛
心
也

─
佛
也
也
異
本　

是
レ
即
仏
心
也
也
【
善
】　

相
─
ナ
シ
【
十
】　

摂
─
接
【
白

十
】　

帰
性
─
帰
レ
一
ニ
【
十
】　

妙
─
真
如
【
白
善
】、
真
妙
【
十
】　

也

─
也
也【
善
】　

此
─
接
此【
白
】、摂
ス二【
善
】、如
シ【
十
】　

之
─
ナ
シ【
白
】、

一
一
【
十
】　

一
法
─
一
法
之
【
白
善
】　

況
─
况
【
十
】　

釈
尊
─
釋
迦

尊
【
白
】　

妙
果
─
因
果
ノ
【
白
善
十
】　

哉
─
乎
【
白
善
十
】

　
【
西
】「
法
花
経
云
、
衆
見
我
滅
度
、
廣
供
養
舎
利
、
咸
皆
懐
戀
慕
、
而

生
竭
仰
心
ヲ一
」（
如
来
寿
量
品
の
偈
句
）
に
対
す
る
注
。
西
教
寺
蔵
本
と
善

通
寺
蔵
本
の
対
応
関
係
は
、
前
節
で
示
し
た
通
り
で
、
高
野
山
三
宝
院
文

庫
蔵
本
（【
十
】）
で
も
善
通
寺
蔵
本
と
同
じ
く
十
因
分
の
経
文
の
す
ぐ
後

に
続
く
記
事
で
あ
る
。『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
で
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の

Ⅲ
に
あ
た
る
法
会
次
第
の
後
、「
大
師
御
記
云
」
と
し
て
始
ま
る
記
事
が
あ

り
、
改
行
し
て
「
舎
利
功
能
」
と
標
題
を
付
し
、「
化
身
是
末
也
」
以
下
の

記
事
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
「
又
法
華
経
有
十
七
名
之
中･･･

」
以
下
の

記
事
は
、
善
通
寺
本
ｏ
に
続
く
「
舎
利
功
徳
事
」
に
対
応
記
事
が
あ
る
。

　

こ
の
注
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
諸
講
式
集
』
に
収
め
ら

れ
た
十
の
講
式
の
う
ち
、
七
番
目
の
「
舎
利
講
式
」
の
「
表
白
等
」
に
近

似
し
た
記
事
が
確
認
で
き
る＊2
＊

。
こ
の
「
表
白
等
」
は
、

「
敬
白
十
方
法
界
一
切
三
寳
而
言
、
夫
釋
尊
恩
德
廣
大
無
邊
、
無
量

億
劫
ニ
モ
誰
能
報
謝
、
化
縁
有
限
、
雖
隔
二
聖
容
於
栴
檀
之
煙
一
、
大

悲
無
究
而
留
二
遺
骨
於
末
法
之
今
一
」

と
し
て
始
ま
る
が
、
こ
れ
に
続
く
次
の
記
事
が
、
私
注
に
近
似
し
て
い
る
。

西
教
寺
蔵
本
と
相
違
す
る
部
分
に
傍
線
を
引
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は

善
通
寺
蔵
本
に
一
致
す
る
。

「
凡
化
身
ハ
是
末
也
、
報
身
ハ
是
本
也
、
末
ハ
不
レ
離
レ
本
一
故
、
攝
末
歸

本
ス
レ
ハ
此
化
身
舎
利
、
即
報
身
ノ
妙
躰
也
、
色
身
ハ
是
境
也
、
智
品
是
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心
也
、
境
不
レ
離
レ
心
、
攝
境
従
心
ス
レ
ハ
舎
利
即
佛
心
也
、
有
為
ハ
是

相
用
也
、
無
為
ハ
彼
ノ
真
性
也
、
相
不
レ
離
レ
性
故
、
攝
相
歸
性
、
此

舎
利
即
真
如
法
身
也
、
三
身
不
離
万
徳
円
満
ス
、
十
方
浄
土
猶
攝
マ
リ

此
一
粒
ノ
中
、一
一
切
賢
聖
不
出
二
此
一
法
外
一
、
况
於
本
師
釋
尊
因
果

功
徳
一
乎
、」

講
式
で
は
、「
仍
須
ク
致
渇
仰
弥
期
引
攝
、一
伏
願
世
尊
哀
愍
納
受
矣
」
以
下

の
記
事
が
続
き
、
そ
の
後
の
伽
陀
は
「
衆
見
我
滅
度
、
廣
供
養
舎
利
、
咸

皆
懐
戀
慕
、
而
生
渇
仰
心
」、
つ
ま
り
こ
の
法
華
経
の
経
文
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
。

▼
「
法
花
経
云
、衆
見
我
滅
度･･･

」
に
対
す
る
注
②
（【
善
】
ｃ
、【
十
】）

【
善
】　

＊
前
掲
①
の
注
の
後
、
改
行
し
て
合
点
を
打
ち
、
こ
の
注
が
続
く
。

又
云
、
此
レ
ハ
是
レ
成
所
作
智
ノ
之
所
變
、
此
レ
ハ
是
レ
最
上
無
漏
之
現
形
、
三

身
非
ス二
一
異
ニ一
、
法
性
既
ニ
顕
ル二
白
玉
之
色
ニ一
、
万
徳
混
ス二
躰
用
ヲ一
、
真
智
何

ソ
隔
ン
黄
金
ノ
之
膚
ヘ
ヲ

一

、
諸
仏
ノ
境
界
、
誠
超
ヘ
タ
リ
言
議
之
路
ヲ一
、
見
聞
覚
知
、

須
クレ
生
ス二
信
敬
之
想
ヒ
ヲ

一

、

［
校
異
］

　

高
野
山
三
宝
院
文
庫
蔵
『
舎
利
十
因
』
で
も
、
前
の
注
に
続
く
同
様
の

位
置
に
該
当
記
事
が
あ
る
が
、「
此
レ
ハ
」
を
「
如
」
と
し
、「
成
所
作
智
ノ
之
」

と
「
無
漏
之
」
の
「
之
」
を
欠
く
他
、「
現
形
」
を
「
現
形
也
」
と
し
、

そ
の
後
の
「
三
身
非
ス二
一
異
ニ一
～
超
ヘ
タ
リ
言
議
之
路
ヲ一
」
の
記
事
が
欠
落
し

て
い
る
。

　

こ
の
注
の
本
文
は
、
貞
慶
の
『
舎
利
講
式
』（
五
段
式
）
の
第
三
段
に

ほ
ぼ
同
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
傍
線
部
）。

「
第
三
ニ
嘆
ス
ト

二

末
世
ノ
神
変
ヲ一
者
（
中
略
）
鳴ア
呼ヽ
、
血
肉
ニ
シ
テ
而
非
ス二

血
肉
ニ一 

、

故
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ金
剛
ノ
之
杵
シ
ヨ
モ難
ク二

摧
ク
タ
キ

一
、
色
相
ニ
シ
テ
而
異
ナ
リ

二

色
相

ニ一
故
ニ
劫
焼
之
火
モ
無
シレ
焼
ク
コ
ト

一　

、
此
ハ
是
レ
成
所
作
智
ノ
之
所
変
、
此
ハ

是
レ
最
上
無
漏
ノ
之
現
形
ナ
リ
、
三
身
非
二
一
異
ニ一
、
法
性
既

ス
テ
ニ顕

ル二
白
玉

之
色
ニ一
、
万
徳
混

コ
ン
ス二

体
用
ニ一
、
真
智
何
ソ
隔
テ
ン
黄
金
ノ
之
膚

ハ
タ
ヱ
ヲ一

、
諸
仏
ハ

境
界
、
誠
超
タ
リ
言
議
之
路

ミ
チ
ヲ一

、
見
聞
覚
知
、
須
ク三
生
ス二
信
敬
之
想
ヲ一
、

仍
唱
伽
陀
一
、
可
行
礼
拝
一
矣
、

如
来
定
智
悲
、
依
正
而
示
現
、

仏
身
及
舎
利
、
変
化
難
思
議
、

　

南
無
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
生
々
世
々
値
遇
頂
戴＊2
＊

」

こ
の
五
段
式
『
舎
利
講
式
』
は
、
貞
慶
が
唐
招
提
寺
で
始
め
た
釈
迦
念
仏

会
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
導
入
時
期
に
は
議
論
が
あ
る
が
、
釈
迦
念
仏
会
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が
始
め
ら
れ
た
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
近
い
時
期
に
成
立
し
た
も
の

と
さ
れ
て
い
る＊2
＊

。

▼「
救
世
経
ニ
云
、我
レ
修
二
行
ス
ル
菩
薩
ノ
行
ヲ一
時
キ･･･

」に
対
す
る
注（【
善
】

ｉ
、【
十
】）

【
善
】

私
云
、
摩
騰
法
蘭
来
リ
下
シ

二　

漢
土
ニ一
日
、
舎
利
昇
テ二
虚
空
ニ一
、
光
リ
奪
フ二
日
輪

ヲ一
、
上
宮
太
子
生
レ
玉
ヒ
シ

二　
　

倭
國
ニ一
之
時
、
手
ニ
捧
テ一
舎
利
ヲ一
、
唱
ス二
南
無
仏

ト一
、
其
レ
ヨ
リ
以
降
カ
タ
、
諸
宗
ノ
高
僧
、
異
域
ノ
神
人
、
知
テレ
時
ヲ
将
来
シ
、
測

テレ
機
ヲ
傳
受
ス
、
日
本
一
国
帰
依
ス
ル
コ
ト
、
尤
モ
盛
ナ
リ
、

［
校
異
］

　

高
野
山
三
宝
院
文
庫
蔵
本
は「
来
リ
下
シ

二　

漢
土
ニ一
日
」
の
「
日
」
を
「
之
後
」

と
し
、
そ
の
ま
ま
「
日
本
一
国
」
以
下
に
続
い
て
お
り
、「
舎
利
昇
テ二
虚

空
ニ一
～
傳
受
ス
」
ま
で
の
記
事
が
脱
落
し
て
い
る
。

　
【
善
】「
救
世
経
ニ
云
、
我
レ
修
二
行
ス
ル
菩
薩
ノ
行
ヲ一
時
キ
、
所
化
ノ
衆
生
、

為
ノ下
随
セ
ン

二

難
處
ニ一
、
彼
レ
ヲ
欲
中
ス
ル
カ
抜
済
セ
ン
ト

上　

故
ニ
留
ム
ト

二

舎
利
ヲ一
」
に
対

す
る
注
。
金
剛
三
昧
院
蔵
本
や
西
教
寺
蔵
本
の
よ
う
に
「
持
世
経
」
と
あ

る
の
が
本
来
か
と
思
う
が
、
こ
の
経
文
は
大
正
蔵
第
十
四
巻
所
収
の
『
持

世
経
』
に
は
見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、『
覚
禅
鈔
』
巻
第
百
二
十
八
（
舎
利
）

に
「
持
世
経
云
」
と
し
て
近
似
し
た
句
を
引
く
。

　

貞
慶
の『
舎
利
講
式
』（
五
段
式
）の
第
二
段「
明
舎
利
分
布
者
」の
中
に
、

八
国
の
諸
王
へ
の
舎
利
分
布
や
阿
育
王
の
時
の
舎
利
流
布
に
つ
い
て
述
べ

た
後
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「
摩
騰
法
蘭
来
シ二
漢
土
ニ一
之
日
、
舎
利
昇
レ
虚
ラ
ニ

一

、
光カ
奪
ウ
ハ
ヒ

二
日
輪
ヲ一
、

上
宮
太
子
生
玉
シ

二

和
國
ニ一
之
時
キ
、
手
ニ
擧ニ

キ
一
舎
利
一
、
唱
フ二
南
無
仏
ト一
、

其
降
、
諸
宗
ノ
之
高
僧
、
異
域
ヰ
キ
ノ神

人
、
知
テレ
時
ヲ
将
来
シ
、
測
ハ
カ
リ機

伝
受
ス
、

日
本
一
国
帰
依
、
尤
盛
ナ
リ＊2
＊

」

善
通
寺
本
の
注
と
字
が
異
な
る
箇
所
に
傍
線
を
引
い
た
が
、
用
字
の
違
い

を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

▼
「
大
悲
経
云
、
如
来
ノ
身
者
不
可
破
壊
ス一･･･

」
の
後
の
注
（【
西
】
14

─

９
、【
善
】
ｋ
、【
十
】）

【
西
】

私
云
、
法
膚
清
ク
恩
徳
残
リ
芳
シ
、
思
ニ二
佛
之
遺
身
ヲ一
、
竭
仰
涙
不
レ
留
ラ
、

昔
シ
結
テ二
何
ナ
ル
因
縁
ヲ一
、
今
方
ニ
得
タ
ル

二

親
近
ル
コ
ト
ヲ

一　
　

文
、
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［
校
異
］

法
膚
─
法
性
ノ
膚
ヘ【
善
十
】　

思
ニ二
佛
之
遺
身
ヲ一
─
思
フ
ニ

レ

之
ヲ
仏
ノ
遺
身
【
善

十
】　

竭
仰
─
渇
仰
【
善
】、
偈
仰
【
十
】　
文
─
ナ
シ
【
善
十
】

　

第
十
条
「
證
得
菩
提
故
」
の
「
阿
含
経
」
経
文
の
注
で
も
言
及
し
た
、

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
諸
講
式
集
』
所
収
の
貞
慶
作
と
さ
れ
る
「
舎
利
講

式
」
に
お
い
て
、「
留
遺
骨
於
末
法
之
今
」
と
し
た
後
、

「
法
性
膚
清
恩
徳
殘
芳
、
是
思
佛
─

遺
身
竭
仰
之
涙
不
留
、
昔
結
何
因

縁
、
今
正
得
親
近
」

と
近
似
し
た
記
事
が
確
認
で
き
る
（
傍
線
部
は
異
同
箇
所
）。
こ
の
「
舎

利
講
式
」
で
は
、
こ
の
記
事
に
続
け
て

「
経
云
、
若
人
以
深
心
供
養
舎
利
、
若
人
以
深
心
供
養
生
身
、
二
人

功
徳
正
等
無
異
云

々
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
第
一
条
に
引

か
れ
る
「
涅
槃
経
」
を
典
拠
と
し
た
経
文
に
類
似
し
て
い
る
。
金
剛
三
昧

院
蔵
本
で
は

「
若
佛
滅
後
供
養
舎
利
、
若
佛
現
在
供
養
如
来
、
如
是
二
人
、
所
獲

福
徳
、
正
等
無
異
文
」

と
み
え
る
経
文
で
あ
る
。
ま
た
、
続
け
て
、

「
法
華
経
云
、
諸
仏
滅
度
已
、
供
養
舎
利
者
、
如
是
諸
人
等
、
皆
已

成
仏
道
云

々
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
第
十
条

に
み
え
る
経
文
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
経
文
は
、
貞
慶
の
五
段
式
『
舎
利

講
式
』
の
第
四
段
に
も
同
じ
順
序
で
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る＊3
＊

。

さ
ら
に
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
Ⅳ
に
「
後
分
涅
槃
経
云
」
と
し
て

示
さ
れ
る
偈
「
正
覚
法
王
育
我
等･･･

令
我
解
脱
三
有
苦
」
も
末
尾
近
く

に
引
か
れ
て
お
り
、
関
連
記
事
が
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

▼
「
釈
迦
宝
号
」
と
「
花
ム
（
厳
）経

云
、
又
放
光
明
、
名
見
佛
等
文
」
の
後
の

注
（【
西
】
９
・【
白
】）

【
西
】

私
云
、
泣
唱
フ二
大
悲
之
名
ヲ一
、
可
似
リ二
一
子
之
音
聲
ニ一
、
若
シ
近
ク二
忍
辱
之

衣
ニ一
、
何
ソ
異
ラ
ン

二

二
恩
之
古
ニ一
、
愍
モ
大
宅
ノ
煙
ノ
中
ニ
、
揚
テレ
聲
呼
二
慈
父
之

名
ヲ一
、
孤
獨
ノ
床
ノ
上
ニ
乍
レ
臥
、
求
ム
伊
王
之
藥
ヲ一
、
可
レ
哀
者
ハ
、
實
ニ
我
等

カ
之
身
也
、
可
救
者
ハ
、
寧
非
此
時
之
愁
ニ一
哉
、
染
ソ
メ
テ

二　

心
ヲ
於
名
号
ニ一
得

益
之
恩
、
懸
二
思
ヲ
於
臨
終
来
迎
ノ
之
願
ニ一
、
一
心
不
乱
稱
名
号
一
也
、

［
校
異
］
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名
─
號
【
白
】　

古
─
ナ
シ
【
白
】　

大
─
火
【
白
】　

稱
─
稱
念
【
白
】

＊
『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
の
よ
う
に
、「
火
宅
」
と
あ
る
の
が
本
来
か
（
後

者
は
西
教
寺
蔵
本
で
も
「
火
」
と
読
め
な
く
も
な
い
が
、最
も
近
い
「
大
」

で
翻
刻
し
た
）。

　
『
白
宝
抄
』
駄
都
勘
文
で
は
、
華
厳
経
の
引
用
が
な
く
、
不
空
訳
と
さ

れ
る
舎
利
礼
と
釈
迦
宝
号
の
直
後
に
こ
の
注
が
記
さ
れ
る
。「
又
放
光
明
、

名
見
佛
」
は
、
六
十
華
厳
の
巻
第
七
、
八
十
華
厳
の
巻
第
十
五
に
み
え
る
。

六
十
華
厳
に
拠
れ
ば
、「
又
放
光
明
、
名
～
」
と
い
う
句
が
繰
り
返
さ
れ

る
中
に
、

「
又
放
光
明
名
見
仏
、
彼
光
覚
悟
命
終
者
、
念
仏
三
昧
必
見
仏
、
命

終
之
後
生
仏
前
、
見
彼
臨
終
勧
念
仏
、
又
示
尊
像
令
瞻
敬
、
又
復
勧

令
帰
依
仏
、
因
是
得
成
見
仏
光＊3
＊

」

と
あ
り
、
こ
こ
で
臨
終
に
お
け
る
念
仏
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、
注

の
最
後
に
「
臨
終
来
迎
」
や
「
名
号
」
に
ふ
れ
て
い
る
点
と
関
わ
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
釈
迦
宝
号
に
付
さ
れ
た
注
と
み
て
も
、
特
に
問
題
な
い
よ
う

に
も
読
め
る
。
注
の
最
初
の
記
事
は
、「
慈
父
」と
し
て
の
釈
迦
に
対
し
て
、

我
々
衆
生
を
「
一
子＊3
＊

」
と
し
た
表
現
で
あ
る
。「
大
悲
之
名
」
は
、
高
山

寺
所
蔵
『
釈
迦
如
来
五
百
大
願
経
』
の
第
十
二
願
に

「
我
未
来
行
二
菩
薩
道
一
時
、
初
発
心
已
為
二
未
来
諸
菩
薩
等
一
、
開
二

示
大
悲
乃
至
涅
槃
一
、
有
レ
得
レ
聞
我
大
悲
名
者
、
心
生
二
驚
怪
一
歎
二

未
曽
有
一
、
若
不
レ
爾
不
レ
成
二
正
覚
一
。＊3
＊

」

と
み
え
る
の
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
第
十
二
願
は
、
曇
無
讖
訳
の
『
悲
華

経
』
の
、

「
世
尊
、
我
初
発
心
已
為
未
来
諸
菩
薩
等
、
開
示
大
悲
乃
至
涅
槃
、

有
得
聞
我
大
悲
名
者
、
心
生
驚
怪
歎
未
曽
有
。＊3
＊

」

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

▼
「
釈
迦
隠
本
垂
末
事
」
の
注
（【
西
】
15
─

3
）

私
云
、
既
ニ
近
キ
ヌ

二

現
在
之
化
身
ニ一
、
盍
ソ
期
セ二
末
世
之
引
摂
一
、
加
之
為
レ

備
カ
見
佛
聞
法
ノ
之
因
ニ一
、
欲
レ
結
ン
ト

二

和
光
同
塵
之
縁
ヲ一
文
、

　

西
教
寺
蔵
本
に
し
か
確
認
で
き
な
い
注
。「
釋
迦
隠
本
垂
末
事
」と
し
て
、

「
玄
賛
云
、
蔵
報
身
之
實
徳
ヲ一
、
顕
シ二
化
他
之
権
形
、
隠
テ二
妙
理
之
玄

宇
ヲ一
、
揚
ク二
麁
義
之
疎
教
ヲ一
、
不
シ
テ
居
二
浄
土
ニ一
處
シ二
此
穢
土
ニ一
、
随
逐

ス
ル
凡
夫
ニ一
、
豈
ニ
非
ヤレ
難
レ
報
文
、

悲
花
経
云
、
我
滅
度
後
、
於
末
法
中
、
現
大
明
神
、
廣
度
衆
生
文
」
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と
あ
る
句
に
対
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
慈
恩
大
師
基
の
『
妙
法
蓮

華
経
玄
賛
』（
法
華
玄
賛
）巻
第
七
本
の
引
用
は＊3
＊

、『
法
華
経
』信
解
品
の「
諸

仏
希
有
、無
量
無
辺･･･

能
為
下
劣
、忍
于
斯
事
、取
相
凡
夫
、随
宜
為
説
」

に
対
す
る
注
釈
記
事
で
、
特
に
凡
夫
に
対
す
る
説
法
に
関
連
し
て
、
仏
が

権
の
形
を
顕
わ
し
て
穢
土
で
凡
夫
に
随
逐
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
蔵

俊
が
『
法
華
玄
賛
文
集
』
等
を
著
し
、
ま
た
貞
慶
も
承
元
二
年
（
一
二
〇

八
）
に
『
法
華
玄
賛
』
に
依
拠
し
て
『
法
華
開
示
抄
』
を
著
し
て
い
る
よ

う
に
、
南
都
の
法
相
宗
で
特
に
親
し
ま
れ
た
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
。

　
「
悲
花
経
云
」
と
し
て
示
さ
れ
る
句
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
り＊3
＊

、

曇
無
讖
訳
の
『
悲
華
経
』
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
中
世
に
釈
迦
信

仰
・
舎
利
信
仰
と
神
祇
を
つ
な
ぐ
句
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。『
春
日
権
現
講
式
』
や
『
神
祇
講
式
』
に
み
え
る
「
本
体
盧
舎
那
、

久
遠
成
正
覚
、
為
度
衆
生
故
、
示
現
大
明
神
」
の
偈
と
も
内
容
上
、
関
連

す
る
句
と
言
え
よ
う
。
文
保
本
系
聖
徳
太
子
伝
の
う
ち
、
絵
解
き
の
台
本

と
し
て
知
ら
れ
る
『
聖
法
輪
蔵
』
の
太
子
三
十
一
歳
条
で
は
、
こ
の
「
我

滅
度
後･･･

」
の
句
を
「
悲
花
経
」
を
典
拠
と
し
て
示
し
た
後
、「
解
脱

上
人
筆
ニ
云
」
と
し
て
『
神
祇
講
式
』
の
表
白
段
を
引
い
て
い
る＊3
＊

。
も
し

貞
慶
自
身
が
こ
の
「
我
滅
度
後･･･

」
の
句
を
引
い
て
注
を
付
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
貞
慶
と
『
神
祇
講
式
』
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
注
意
さ
れ

る
記
事
と
な
る＊3
＊

。

  

注
の
中
の
「
見
佛
聞
法
ノ
之
因
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
金
剛
三

昧
院
蔵
『
舎
利
』
の
Ⅳ
の
『
舎
利
発
願
』
相
当
部
分
に

「
又
弥
勒
下
生
龍
花
三
會
導
キ
、
決
定
シ
テ
令
ム
詣
佛
前
一
、
見
佛
聞
法
、

為
願
望
ノ
最
矣
」（
172
・
173
行
目
）

と
あ
る
こ
と
と
も
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
貞
慶
の
『
春
日
権
現
講
式
』

の
中
に
も

「
若
シ
機
根
漸
ク
熟
シ
テ
、
堪
タ
エ
ハ二

于
見
仏
聞
法
ノ
之
時
ニ一
、
早
ハ
ヤ
ク顕
シ
テ

二

本
地

之
相
海
ヲ一
、

立

タ
チ
ト
コ
ロ
ニ
現
シ
玉
ヘ

二　

微
妙
之
浄
土
ヲ＊3
＊一

」

と
あ
り＊4
＊

、
神
祇
信
仰
・
本
地
垂
迹
説
に
関
わ
る
文
脈
で
同
様
の
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
。

七
、『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
と
貞
慶

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
改
め
て『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
と

貞
慶
と
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
。『
舎
利
勘
文
』
と『
舎
利
帰
依
十
因
』
は
源

を
同
じ
く
す
る
本
で
、『
舎
利
帰
依
十
因
』
に
し
か
見
え
な
い
注
も
あ
る
が
、
そ

れ
ら
も
両
者
に
共
通
す
る
十
条
分
に
対
す
る
注
と
一
連
の
も
の
で
、
同
様
に
扱
っ

て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
五
節
で
述
べ
た
。
た
だ
し
、
第
五
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節
に
示
し
た
西
教
寺
蔵
本
の
構
成
の
う
ち
、
19・
20
は
注
が
付
さ
れ
た
後
の
増

補
と
み
ら
れ
、
17・
18
の
よ
う
な
説
話
的
記
事
も
、
注
と
共
に
成
立
し
た
記
事

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

経
文
に
対
し
て
注
を
入
れ
た
の
が
貞
慶
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
際
、
確
実
な

と
こ
ろ
で
は
、

・
十
条
分
の
う
ち
、
第
一
条
「
獲
得
福
徳
故
」
の
「
潅
頂
経
」
経
文
の
注

が
、
貞
慶
の
『
舎
利
発
願
』
の
一
節
と
合
致
す
る
こ
と
。

・
十
条
以
外
で
は
、「
遺
留
舎
利
恩
」（
金
剛
三
昧
院
蔵
本
）
の
「
法
花
経
」

の
経
文
（「
衆
見
我
滅
度･･･

」
に
対
す
る
注
②
（【
善
】
ｃ
、【
十
】）

の
本
文
が
、
貞
慶
の
五
段
式
『
舎
利
講
式
』
の
第
三
段
の
一
節
と
合
致

す
る
こ
と
。

・
同
じ
く
、「
遺
留
舎
利
恩
」の
中
の「
持
世
経
」（
伝
本
に
よ
り「
救
世
経
」）

の
経
文
に
対
す
る
注
（【
善
】
i
、【
十
】）
の
本
文
が
、
五
段
式
『
舎

利
講
式
』
の
第
二
段
の
一
節
と
合
致
す
る
こ
と
。

以
上
の
三
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
注
を「
私
云
」「
又
云
」
と
し
て
記
し
た
の
は
、
貞

慶
自
身
と
考
え
ら
れ
る
。

  

次
に
、
三
段
式
の『
誓
願
舎
利
講
式
』
は
、
近
年
の
研
究
で
は
貞
慶
真
撰
の
可

能
性
が
高
い
講
式
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。『
舎
利
勘
文
』
第
六
条「
抜
苦
滅
罪

故
」
の
注
と
、
第
八
条「
随
身
得
益
故
」
の
注
が
、
そ
れ
ぞ
れ『
誓
願
舎
利
講
式
』

の
第
二
段・
第
三
段
に
み
え
る
内
容
に
近
く
、
第
八
条
に
関
し
て
は『
誓
願
舎
利

講
式
』
第
三
段
と
表
現
も
近
似
し
て
い
る
点
が
、
右
の
三
点
に
準
じ
る
相
関
点

と
認
め
ら
れ
る
。
第
八
条
の
注
に
つ
い
て
は
、金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』の
Ⅲ
の「
私

誓
願
」
や『
愚
迷
発
心
集
』
に
も
み
え
る
、
身
中
の
虫
の
救
済
に
言
及
し
て
い
る

点
も
注
意
さ
れ
る
。

  

そ
し
て
、
十
条
以
外
の「
遺
留
舎
利
恩
」
の
中
の「
大
悲
経
」
の
経
文
に
対
す

る
注（【
西
】
14
─

９
、【
善
】
ｋ
、【
十
】）
が
、龍
谷
大
学
図
書
館
蔵『
諸
講
式
集
』

に
貞
慶
作
と
し
て
収
め
ら
れ
た「
舎
利
講
式
」
の
一
節
と
合
致
す
る
点
も
、
以
上

の
共
通
点
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の「
舎
利
講
式
」の
末
尾
に「「
笠

置
解
脱
上
人
貞
慶
御
作
也
」
と
あ
る
の
を
ど
こ
ま
で
信
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
が
、
先
述
の
通
り
、
こ
の
講
式
に
は
、
第
十
条「
證
得
菩
提
故
」
の「
阿
含

経
云
」
と
さ
れ
る
経
文
を
前
提
と
し
た
表
現
が
あ
り
、
ま
た
、
第
一
条
で「
涅
槃

経
云
」
と
さ
れ
る
経
文
の
類
似
句
と
、
第
十
条
の「
法
華
経
」
の
経
文
が
続
い
て

引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
涅
槃
経
」
と「
法
華
経
」
の
経
文
が
順
に
引
か
れ
る

点
が
、
五
段
式『
舎
利
講
式
』
と
共
通
す
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り＊4
＊

、

貞
慶
真
撰
と
認
め
て
よ
い
か
と
考
え
る
。
金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』
の
Ⅳ
に「
後

分
涅
槃
経
云
」と
し
て
示
さ
れ
る
偈
が
引
か
れ
る
こ
と
も
含
め
、こ
の
講
式
と『
舎

利
勘
文
』
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。

  

以
上
を
総
合
的
に
ふ
ま
え
る
と
、
経
文
を
抄
出
し
、
こ
れ
に
注
を
施
し
た
の
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は
貞
慶
自
身
と
考
え
て
差
し
支
え
な
く
、『
誓
願
舎
利
講
式
』
や
、
龍
谷
大
学

図
書
館
蔵『
諸
講
式
集
』
の
最
後
に
貞
慶
作
と
し
て
収
め
ら
れ
た「
舎
利
講
式
」

も
貞
慶
真
撰
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

貞
慶
が
舎
利
関
係
経
文
を
抄
出
し
、
注
を
加
え
た
時
期
も
問
題
に
な
ろ
う
。

貞
慶
は
建
久
四
年（
一一
九
三
）
に
笠
置
に
遁
世
し
た
後
、
笠
置
に
大
般
若
経
を

納
め
、
釈
迦・
文
殊・
弥
勒
像
と
仏
舎
利
十
六
粒
を
安
置
し
た
般
若
台
六
角
堂

を
建
立
す
る
。
そ
し
て
、
建
久
七
年
四
月
に
は
、
笠
置
の
弥
勒
磨
崖
仏
の
御
前

で
の
一
千
日
の
舎
利
講
を
始
行
し
て
い
る（『
弥
勒
如
来
感
応
抄
』
第
一
所
収「
沙

門
貞
慶
笠
置
寺
舎
利
講
仏
供
勧
進
状＊4
＊

」）。『
誓
願
舎
利
講
式
』
の
東
大
寺
蔵
本

の
貞
慶
の
本
奥
書
に
は
一
千
箇
日
の
勤
行
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
誓
願
舎
利
講
式
』

が
こ
の
千
日
の
舎
利
講
に
関
わ
っ
て
成
立
し
た
可
能
性
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
建

久
六
年
十
一
月
の『
笠
置
寺
般
若
台
供
養
願
文
』（『
讃
仏
乗
抄
』第
八
所
収
）に
は
、

「
仏
舎
利
者
、
弟
子
殊
所
レ
帰
也
。
願
生
々
世
々
、
如
レ
影
随
従
、
豫

有
二
夢
想
一
果
而
得
レ
之
矣＊4
＊

。」

と
あ
る
。
一
方
、
金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』
の「
仏
舎
利
随
身
事
」（『
舎
利
発
願
』

相
当
部
）
は
、

「
佛
子
不
ル
ニ
圖
ラ一
、
感
得
ス
如
来
舎
利
一
、
猥
ニ
以
別
願
ヲ一
、
恒
時
ニ
奉
ル

持
チ一
、
不
擇
ラ
ハ
窹
寐
一
、
不
顧
汗
穢
一
、
生
々
世
々
、
欲
不
暫
モ
離
一
、

此
志
深
シ
矣
、
此
望
切
也
」（
136
・
137
行
目
）

と
し
て
始
ま
る
が
、
如
来
の
舎
利
を
思
い
が
け
ず
感
得
し
た
と
い
う
の
は
、『
笠

置
寺
般
若
台
供
養
願
文
』
で
、
仏
舎
利
を
夢
想
に
よ
り
得
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
霊
験
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
も
し
同
じ
時
に
感
得
し
た
仏
舎
利
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』
の
内
容
は
、
貞
慶
が
笠

置
寺
に
い
た
年
代
の
舎
利
信
仰
と
関
わ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
か
。
笠
置
寺
般
若

台
の
供
養
願
文
に「
生
々
世
々
、
如
レ
影
随
従
」
と
い
う
の
は
、『
舎
利
勘
文
』
第

八
条
のｇ
に「
如
影
ノ
随
レ
形
ニ一
刹
那
モ
勿
離
コ
ト
」
と
あ
る
表
現
に
も
近
い
。
金
剛

三
昧
院
蔵『
舎
利
』
を
見
る
限
り
、『
舎
利
発
願
』
の
起
草
と
前
後
し
て
舎
利
関

係
経
文
の
抄
出
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
少
し
後
に
経
文
に
注
が
付
さ

れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

同
書
Ⅲ
の「
私
誓
願
」
の
中
に
、「
必
詣
都
率
、
奉
仕
弥
勒
、
決
定
値
遇
、
釋

迦
舎
利
、如
仕
生
身
、屢
見
神
變
」（
118・119
行
目
）
と
あ
り
、「
発
願
」
の
中
に「
値

遇
慈
尊
」（
127
行
目
）等
と
あ
り
、ま
た
Ⅳ（『
舎
利
発
願
』相
当
部
）で「
弥
勒
下
生
」

（
172
行
目
）
に
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
釈
迦・
舎
利
信
仰
に
加
え
て
弥
勒
信
仰
が

少
な
か
ら
ぬ
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
、
笠
置
の
弥
勒
磨
崖
仏
と
の
関
連
を

思
わ
せ
る
。

　

Ⅳ
の
中
に
は
、
観
音
の
浄
土「
南
海
布
怛
落
山
」
に
転
生
し
て
観
音
の
待
者

に
な
る
と
い
う
願
も
み
ら
れ
る
が
、（
168
～
170
行
目
）、
金
剛
三
昧
院
蔵
本
を
通
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し
て
み
る
と
、
全
体
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
釈
迦
信
仰・
舎
利
信
仰
や
、
こ
れ
に

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
弥
勒
信
仰
に
比
べ
る
と
、
観
音
信
仰
に
そ
こ
ま
で
の
比

重
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
貞
慶
は
晩
年
に
は
笠
置
寺
か
ら
海
住
山
寺
に
移
り
、

観
音
信
仰
が
色
濃
く
な
る
が
、
笠
置
に
も
東
山
観
音
堂
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
貞
慶
の
思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
は
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
楠
淳
證

氏
は
貞
慶
が
観
音
信
仰
に
大
き
く
傾
斜
す
る
画
期
を
建
仁
元
年（
一二
〇
一
）
と

す
る＊4
＊

。『
観
音
講
式
』（
五
段
式・
三
段
式
）
が
作
ら
れ
た
年
で
あ
り
、
楠
氏
は

こ
の
年
に『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
も
著
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
一
方
、「
遺
留
舎
利
恩
」
の
経
文
に
対
す
る
注
の
一
部
が
、五
段
式『
舎
利
講
式
』

の
本
文
と
対
応
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
講
式
を
作
っ
て
か
ら
そ
れ
を
引
用

し
た
の
で
は
な
く
、
経
文
の
注
を
基
盤
と
し
て
五
段
式『
舎
利
講
式
』
を
作
っ
た

と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
五
段
式『
舎
利
講
式
』
が
、建
仁
三
年（
一二
〇
三
）

に
唐
招
提
寺
で
始
め
ら
れ
た
釈
迦
念
仏
会
に
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
注
が
施
さ
れ

た
時
期
の
下
限
も
お
お
よ
そ
推
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

八
、
終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
注
の
検
討
を
通
し
て
、
貞

慶
が
舎
利
関
係
経
文
を
抄
出
し
て
注
を
付
し
た
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
て

き
た
。
ま
た
、「
舎
利
勘
文
」
の
題
を
持
つ
諸
本
に
み
え
る
経
文
と
注
以
外
に
も
、

貞
慶
が
抄
出
し
た
経
文
と
注
が
あ
る
こ
と
を
、
金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』
や『
舎

利
帰
依
十
因
』
等
の
諸
本
と
の
比
較
に
よ
り
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
中
で
、『
舎
利
勘
文
』
が
貞
慶
の
講
式
制
作
の

過
程
を
伺
わ
せ
る
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
で
も
、

貞
慶
の
注
と
五
段
式『
舎
利
講
式
』
と
は
、
本
文
の
一
致
度
が
高
い
。
こ
こ
で
、

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
講
式
研
究
会
編『
貞
慶
講
式
集
』
の
指
摘
を
ふ
ま

え
、
こ
れ
に
前
稿
と
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
加
え
て
、
貞
慶
の
五
段
式『
舎

利
講
式
』
に
引
か
れ
る
経
文
等
と
、
金
剛
三
昧
院
蔵『
舎
利
』（【
金
】）
と
の
関

係
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
第
一
段
の
伽
陀「
正
覚
法
王
育
我
等･･･

」：

【
金
】
Ⅳ
の
『
舎
利
発
願
』
相
当
部
分
に
み
え
る
「
正
覺
法
王
育
我
等
、

飲
我
法
乳
長
法
身
、
唯
願
法
寳
舎
利
光
、
令
我
解
脱
三
有
苦
」（
155
～

157
行
目
）（『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
の
二
箇
所
の
偈
句
を
取
り
合
わ
せ
、

改
変
し
た
句
）
に
一
致
。

・
第
二
段
の「
大
般
若
経
」
の
引
用
の
う
ち「
砕
金
剛
身･･･

」
以
下：

【
金
】
Ⅰ
「
遺
留
舎
利
恩
」
に
「
大
般
若
経
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
「
以
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金
剛
喩 

三
摩
地
力 

砕
金
剛
身 

令
如
舎
利･･･

」（
８
～
10
行
目
）
と
、

Ⅱ「
護
持
福
徳
故
」（
第
一
条
）に「
大
般
若
経
云
」と
し
て
引
か
れ
る「
令

於
如
来 
般
涅
槃
後 

有
得
一
粒 

如
芥
子
量 

供
養
恭
敬 

獲
福
無
邊 

於
天

人
中 

受
多
勝
樂 

乃
至
最
後 

得
盡
苦
際
」（
28
～
31
行
目
）
を
繋
げ
た

句
に
近
似
。

・
第
二
段
の
伽
陀「
仏
非
血
肉
身･･･

」：

【
金
】
Ⅰ
「
遺
留
舎
利
恩
」
に
「
最
勝
王
経
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
「
佛

非
血
肉
身 

云
何
有
舎
利 

方
便
留
身
骨 

為
益
諸
衆
生
」（
６
～
７
行
目
）

に
一
致
。

・
第
三
段
に
み
え
る
、
舎
利
が
師
子
国
に
往
き
生
身
の
如
き
説
法
を
し
た
霊
験：

【
金
】
に
は
み
え
な
い
が
、【
白
版
大
木
Ａ
Ｂ
西
善
十
】
の
「
示
現
神
變

故
」（
第
四
条
）
に
引
か
れ
る
「
善
見
律
」（『
善
見
律
毘
婆
沙
』）
の
説

話
に
基
づ
く
。

・
第
四
段
の「
涅
槃
経
」
の
引
用「
若
人
深
心
供
養
如
来
、
若
人
深
心
供
養
舎
利
、

二
人
功
徳
正
等
無
異
、
所
得
福
寿
無
量
無
辺
」、
及
び
第
四
段
の
伽
陀「
若
人
供

養
仏
、
及
供
養
舎
利
、
如
是
二
人
福
、
正
等
無
有
異
」：

【
金
】
Ⅱ
の
「
護
持
福
徳
故
」（
第
一
条
）
に
「
涅
槃
経
云
」
と
し
て
引

か
れ
る
「
若
佛
滅
後 

供
養
舎
利 

若
佛
現
在 

供
養
如
来 

如
是
二
人 

所

獲
福
徳 

正
等
無
異
」（
32
～
34
行
目
）
に
類
似
。

・
第
四
段
の『
法
華
経
』
の
引
用「
諸
仏
滅
度
已･･･

」

【
金
】
Ⅱ
の
「
證
得
菩
提
故
」（
第
十
条
）
に
「
法
花
経
云
」
と
し
て

引
か
れ
る
「
諸
佛
滅
度
已 

供
養
舎
利
者 

如
是
諸
人
等 

皆
已
成
佛
道
」

（
109
～
110
行
目
）
に
一
致
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
先
述
の
よ
う
に【
金
】
Ⅰ

「
遺
留
舎
利
恩
」
に
み
え
る「
法
花
経
」
及
び「
持
世
経
」
の
経
文
に
対
し
て
、『
舎

利
帰
依
十
因
』
系
の
伝
本
で
付
さ
れ
た
注（【
善
】【
十
】
に
の
み
存
）
の
、
あ
る

程
度
の
長
さ
を
持
つ
記
事
が
、
五
段
式『
舎
利
講
式
』
の
第
二・
三
段
の
本
文
と

一
致
す
る
。
そ
し
て
、【
金
】
Ⅲ
に
み
え
る
礼
文「
南
無
大
恩
教
主
尺
迦
如
来
、生
々

世
々
親
近
奉
仕〈
三
反
〉」
や
、【
金
】
Ⅳ（『
舎
利
発
願
』
相
当
部
）
に
み
え
る
礼

文「
南
無
釋
迦
大
師
遺
身
舎
利
生
々
世
々
値
遇
頂
戴〈
三
反
〉」
と
、
五
段
式『
舎

利
講
式
』
の
各
段
末
の
礼
文「
南
無
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
生
々
世
々
値
遇

頂
戴
」
も
類
似
し
て
い
る
。
貞
慶
の
五
段
式『
舎
利
講
式
』の
核
と
な
る
内
容
は
、

『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
に
み
え
る
舎
利
関
係
経
文
の
抄
出
と
加
注
の

営
み
の
中
で
育
ま
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
第
三
条・
第
七
条
の
注
が
、
称
名
寺
の
正
月
の
七
日
八
座
の
舎
利
講
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会
に
用
い
ら
れ
た
三
段
式
の
舎
利
講
式
の
一
節
と
対
応
す
る
こ
と
や
、「
法
花
経

云
、
衆
見
我
滅
度･･･

」
に
対
す
る
注
①
が
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵『
諸
講
式
集
』

所
収
の
七
番
目
の「
舎
利
講
式
」
の「
表
白
等
」
の
一
節
に
対
応
す
る
こ
と
も
、
こ

れ
ら
の
講
式
の
制
作
背
景
を
考
え
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

　
『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
の
注
は
、
単
に
経
文
の
注
釈
と
し
て
あ
る

だ
け
で
な
く
、
講
式
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
本
文
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に

な
る
。『
舎
利
勘
文
』『
舎
利
帰
依
十
因
』
は
、
経
文
を
抄
出
し
て
注
を
加
え
る

営
み
が
、
講
式
制
作
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
資
料
と
し

て
も
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
本
と
言
え
よ
う
。

注＊
1　

高
橋
悠
介「
伝
貞
慶
編『
舎
利
勘
文
』
小
考
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』五
八
、

二
〇
二
三
年
二
月
）

＊
2	　

三
崎
良
周「
神
仏
習
合
思
想
と
悲
華
経
」（『
印
度
學
佛
敎
學
研
究
』
九

─
一、一
九
六
一
年
一
月
）。
後
に『
密
教
と
神
祇
思
想
』（
創
文
社
、一
九
九
二
年
）

所
収
。

＊
3　
『
貞
慶
講
式
集
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
）。

＊
4　

西
教
寺
蔵
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
基
づ
く
。

東
洋
大
学
附
属
図
書
館
哲
学
堂
文
庫
蔵・
寛
文
十
年
刊
本
と
、
善
通
寺

蔵
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
画
像
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
5　

中
世
写
本
に
お
い
て
は
、「
託
宣
」
の「
託
」
が「
詫
」
の
字
体
で
書
か
れ

る
事
例
が
多
い
。
本
稿
で
は
主
に
近
世
写
本
を
扱
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ

う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
、「
託
」
と「
詫
」
の
異
同
は
校
異
の
対
象
か
ら
外

し
て
い
る
。

＊
6　
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書 

第
八
巻 

歌
謡・
声
明
篇 

続
』（
神
奈
川
県
立
金

沢
文
庫
、一
九
八
六
年
）
二
三
五
～
二
四
三
頁
。

＊
7　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
九
頁
。

＊
8　

前
掲
注
６『
金
沢
文
庫
資
料
全
書 

第
八
巻 

歌
謡・声
明
篇 

続
』二
四
〇・

二
四
一
頁
。

＊
9　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
八
頁
。

＊
10　

大
正
蔵
第
十
二
巻
二一七
a
二
四
。

＊
11　

大
正
蔵
第
九
巻
五ａ
。

＊
12　

日
本
思
想
大
系『
鎌
倉
旧
仏
教
』(

岩
波
書
店
、一
九
七
一
年)

で
の『
愚
迷

発
心
集
』
の
読
み
下
し
に
拠
る
。

＊
13　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
四
七
頁
。

＊
14　

こ
の
点
は
、
前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』一五・
二
七
四・
二
七
五
頁
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
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＊
15　

前
掲
注
12『
鎌
倉
旧
仏
教
』
２７
・
２８
頁
。

＊
16　

大
正
蔵
第
二
十
九
巻
四
四ａ
。

＊
17　

大
正
蔵
第
三
十
六
巻
一二
七
a
、
一
七
七
a
、
二
六
五
c
。

＊
18　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
三
・
四
頁
。

＊
19　

関
口
静
雄「
翻
刻　

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵『
諸
講
式
集
』」（『
学
苑
』
六

七
二
、
一
九
九
六
年
一
月
）。
引
用
に
あ
た
り
、
私
に
読
点
を
施
し
た
。
こ

の
舎
利
講
式
の
末
尾
に
は「
笠
置
解
脱
上
人
貞
慶
御
作
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
諸

講
式
集
』
の
末
尾
に
は
、「
此
帖
應
永
丙
子
大
蔟
書
寫
之
、
同
仲
呂
周
／

備
之
一
見
之
次
、
写
留
之
間
、
楚
忽
之
書
写
、
／
定
可
有
参
差
歟
、
重
以

餘
本
、
可
校
合
者
也
／　

丙
子
四
月
中
二　
　

頼
詮（
花
押
）
／
文
明
十

一
年
己亥
十
月
十
三
日
表
紙
等
令
結
搆
訖
／
權
僧
正
光
淳
」
と
い
う
奥
書
が

あ
り
、
丁
を
改
め
て「
原
本
ハ
大
津
鍛
冶
町
善
正
寺
ニ
蔵
ス
」
と
あ
る
。

＊
20　

称
名
寺
聖
教『
舎
利
要
文
』
の「
異
砂
記
」
に
つ
い
て
は
、
高
橋
悠
介「
貞

慶
を
め
ぐ
る
説
話
と
律
院
─「
異
砂
記
」・
狛
行
光
春
日
霊
験
譚
」(『
説
話

文
学
研
究
』
五
五
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）
で
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
十
一
と

の
比
較
も
含
め
て
検
討
し
た
。

＊
21　
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
史
料
集
成 

鎌
倉
時
代 

造
像
銘
記
編
一
』（
中
央
公

論
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）「
釈
迦
如
来
像　

峰
定
寺
」（
井
上
一
稔

氏
執
筆
）。

＊
22　

野
村
卓
美「
京
都
峯
定
寺
釈
迦
如
来
像
納
入
品
と
貞
慶
」（『
国
語
国
文
』

七
五
―
二
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）。

＊
23　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
二
七
四
～
二
七
七
頁「
伝
貞
慶
作『
舎
利
勘

文
』
と『
舎
利
講
式
』
類
」。
こ
の
宝
菩
提
院
に
移
点
す
る
際
に
参
照
さ
れ
た

底
本
の
、
東
寺
観
智
院
蔵・
杲
宝
手
沢
本『
舎
利
要
文
』
も
牧
野
和
夫
氏
に
よ

り
紹
介
さ
れ
、
そ
の
表
紙
左
肩
に
は「
舎
利
要
文
上
下
唯
心
上
人
作
」
と
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（「
疑
経・
仮
託
な
ど
の
周
辺
─『
舎
利
要
文
』・『
大

乗
毘
沙
門
功
徳
経
』」（『
実
践
国
文
学
』
六
〇
、
二
〇
〇
一
年
十
月
）。

＊
24　

室
賀
和
子「
空
体
房
鑁
也
の
内
面
世
界
─
事
蹟
を
追
う
」（『
大
正
大
学

大
学
院
論
集
』
二
十
二
、一
九
九
八
年
）、『
蒙
古
襲
来
と
鎌
倉
仏
教
』（
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）
等
に
詳
し
い
。

＊
25　

高
橋
悠
介「『
三
国
伝
記
』
巻
第
十
二「
仏
舎
利
勝
利
事
」
と『
釈
尊
御
舎

利
儀
記
』」（『
室
町
前
期
の
文
化・社
会・宗
教
─『
三
国
伝
記
』を
読
み
と
く
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
二一
年
）
で
は
、
善
通
寺
蔵
本
のａ
以
下
の
経
文
も
、
第

十
条
の
経
文
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
が
、
こ
の
点
を
訂
正
す
る
。

＊
26　

前
掲
注
19
関
口
静
雄「
翻
刻　

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵『
諸
講
式
集
』」
に

拠
る
。

＊
27　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
二
四
～
二
六
頁
。

＊
28　
『
講
式
─
ほ
と
け
へ
の
讃
嘆
』（
奈
良
国
立
博
物
館
、一
九
八
五
年
）、
前
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掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』、
舩
田
淳
一『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』（
法
蔵
館
、

二
〇
一一
年
）
第
四
章「
貞
慶
撰
五
段『
舎
利
講
式
』
の
儀
礼
世
界
」、
阿
部

美
香「
宣
陽
門
院
の
宗
教
空
間
に
お
け
る
ほ
と
け
と
こ
と
ば
─
東
寺
西
院

御
影
堂
の
中
世
的
発
展
と
貞
慶
の
舎
利
講
式
を
め
ぐ
っ
て
」（
近
本
謙
介

編『
こ
と
ば・
ほ
と
け・
図
像
の
交
響
─
法
会・
儀
礼
と
ア
─
カ
イ
ヴ
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
三
月
）。

＊
29　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
二一
頁
。

＊
30　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
二
五
〇
頁
。

＊
31　

大
正
蔵
第
九
巻
四
三
七
ｂ
。

＊
32　
「
一子
」
に
つ
い
て
は
、『
別
願
講
式
』
に
も「
菩
薩
念
衆
生
、愛
之
徹
骨
髄
、

恒
時
欲
利
楽
、猶
如
一子
故
」
と
み
え
る（『
弥
勒
如
来
感
応
抄
』
第
一
所
収
。

平
岡
定
海『
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料 

下
』
二一八
頁
、
日
本
学

術
振
興
会
、一
九
六
〇
年
）。

＊
33　

成
田
貞
寛「
高
山
寺
所
蔵『
釋
迦
如
来
五
百
大
願
經
』
の
研
究
」（『
仏
教

大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
七
、一
九
七
九
年
三
月
）。

＊
34　

大
正
蔵
第
三
巻
二
〇
五ｃ
。

＊
35　

大
正
蔵
第
三
十
四
巻
七
八
〇ｃ
二
二
～
二
五
で
は
、
当
該
句
の「
化
他
」

を「
化
相
」
と
し
、「
玄
宇
」
を「
玄
宗
」、「
穢
土
」
を「
穢
方
」
と
す
る
。

＊
36　

注
２
前
掲
三
崎
良
周「
神
仏
習
合
思
想
と
悲
華
経
」、
今
堀
太
逸『
神
祇

信
仰
の
展
開
と
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
〇
年
）、
野
村
卓
美『
中
世

仏
教
説
話
論
考
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
第
Ⅲ
部「『
悲
華
経
』
と

中
世
文
学
」
等
。

＊
37　
『
真
宗
史
料
集
成 

第
四
巻 

専
修
寺・
諸
派
』
同
朋
舎
、一
九
八
二
年
）。

＊
38　
『
神
祇
講
式
』
が
貞
慶
の
作
っ
た
講
式
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

論
者
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
星
優
也
氏
が『
中
世

神
祇
講
式
の
文
化
史
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
三
年
）
の
中
で
貞
慶
撰
述
説

に
疑
問
を
呈
す
る
の
に
対
し
、
阿
部
泰
郎
氏
は『
解
脱
房
貞
慶
の
世
界
─

『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
を
読
み
解
く
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
四
年
）「
終

章 

貞
慶
の
記
憶
と
そ
の
遺
産
」
に
お
い
て
、
貞
慶
に
よ
る
講
式
と
し
て
論

じ
て
い
る
。

＊
39　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
二
〇
七
頁
。

＊
40　

こ
の
部
分
は『
春
日
御
本
地
尺
』（
称
名
寺
聖
教
）
の
対
応
箇
所
で
は「
見

聞
仏
法
」
と
な
っ
て
い
る
。
高
橋
秀
栄「
笠
置
上
人
貞
慶
に
関
す
る
新
出

資
料
四
種
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
八
六
、一
九
九
一
年
三
月
）。

＊
41　

前
掲
注
３『
貞
慶
講
式
集
』
二
五
〇
頁
。

＊
42　

平
岡
定
海『
日
本
弥
勒
浄
土
思
想
展
開
史
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
、一
九

七
七
年
）
三
九
二
頁
。

＊
43　
『
公
刊
美
術
史
料 

寺
院
篇 

下
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、一
九
七
六
年
）
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九
十
七
頁
。

＊
44　

前
掲
注
38『
解
脱
房
貞
慶
の
世
界
─『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
を
読
み

解
く
』。
楠
淳
證・
新
倉
和
文『
貞
慶
撰『
観
世
音
菩
薩
感
應
抄
』
の
研
究
』

（
法
蔵
館
、
二
〇
二一
年
）。

［
付
記
］
調
査
・
掲
載
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
っ
た
諸
寺・
諸
機
関
に
御
礼
申
し

上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
J
S
P
S
科
研
費JP23K

20079

「
称
名
寺
の

唱
導
資
料
を
中
心
と
し
た
寺
院
聖
教
の
調
査・
研
究
」、
及
び
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究「
高
野
山
子
院
伝
来
資
料
の
分
野
横
断
的
研
究
─

金
剛
三
昧
院・
西
南
院
を
中
心
に
─
」（
二
〇
二
三
年
度
）・「
中
世
神
道
資
料

を
中
心
と
し
た
高
野
山
子
院
伝
来
資
料
の
研
究
資
源
化
」（
二
〇
二
四
年
度
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


